
1

あ

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
藤岡信উ著「教科書が教えない౦南アジア」ැ܂社 ￥1,500＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参加度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
グローバルに活༂したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義 90分

2 アジアのঁ性：人身ചങ、国際Ҡ動࿑働などの課題解決策を討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

3 アジアの水問題：水不足と水汚染、地下水の危機、国際河川、水道の民営化を考察し、
討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

4 アジアのメディカルツーリズム：ҩ療を目的とした観光振興の実態を考察し、討議す
る。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

5 世界の௝味：中国や日本の௝味及びハラール、コーシャ・ミール、ベジタリアン、ビー
ガンなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

6 アジアの世界Ҩ産：「アンコールҨ੻」を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

7 アジアの世界Ҩ産：「エルサレムの旧市街とその৓น܈」を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

8 日本の世界Ҩ産：「԰久島」と「原രドーム」を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

9 日本の世界Ҩ産：「法隆寺の෹教建造物」を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

10 Ϣダヤ教文化：Ϣダヤ人がഭ害される理由を考え、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

11 キリスト教文化：神がアダムのあばらࠎからイブを創った理由を考え、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

12 イスラム教文化：名༪ࡴ人が無くならない理由を考え、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

13 ώンドΡ教文化：カースト制度が無くならない理由を考え、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

14 ෹教文化：ѱ人であるほど極楽ড়土にԟける理由を考え、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

15 ෩水の科学：平安ژや江ށの町が෩水の思想に基づいて設計されたࠟ੻を調べ、討議
する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アδアޫ؍論（Asian Tourism Studies） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀、世界はアジアを中心に大交流時代にಥ入する。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの人々の価஋観や行動基準を学ぶ。

授業目標：
アジアの文化を学び、アジアの人々と交流ができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
堂ཾ児著「෩水のൿ密」ޚ．⚑ ごま書房 ￥866＋税
⚒．大井ޭ著「チベット文化を読み解く」 ঵伝社￥780＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参加度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
グローバルに活༂したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義 90分

2 アジアがわかる(Ⅰ)：アジアの政治体制やアジア民族を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

3 アジアがわかる(Ⅱ)：アジアの経済動向やアジアの๵қを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

4 アジアのঁ性たち：アジアのঁ性指導者、人身ചങを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

5 イスラム文化：イスラム教徒の世界観や他の宗教との関係を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

6 ෹教文化：輪㕩転生、෹教の教えなどを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

7 ώンドΡー教：カースト制度、サティ、ダウリ、幼児ࠗを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

8 Ϣダヤ文化：旧約੟書、バルフォアએ言、Ϣダヤ人を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

9 キリスト文化：新約੟書、宗教改ֵ、キリスト教のໃ६を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

10 神道文化：ᜥれと差別、言ྶ、ԇྶ信ڼ、ఱߖ崇ഈを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

11 ठ教文化：批ྛ批޸、位ṛのルーツ、஧޹一致を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

12 武士道：武士道とٍ士道、名༪、切ෲ、内助のޭを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

13 客 家：流浪の民、男ঁ平等の中の貞ঁ、客家系財ൊを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

14 ෩ 水：ӄ陽ޒ行、෩水都市、ޒ行早生を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

15 チベット෹教：ダライ・ラマ14世、中道のアプローチを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アδア文化研究Ａ（Asian Cultural Studies A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀はアジアの時代と言われ、アジアを中心に世界が動き出す。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの人々の価஋観や行動の基準を学ぶ。

授業目標：
アジアの文化を学び、アジアの人々と国際交流ができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．ࣲ田明夫著「水戦争」 ￥760＋税
⚒．山下ਗ਼ւ著「チャイナタウン」 ؙ善 ￥2,300＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参加度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
グローバルに活༂したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 アジアの水問題：水不足と水汚染、地下水の危機、国際河川、水道の民営化を考察し、
討議する。

事前：なし
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

2 ౦南アジアの政治とビジネス：シンガポールとインドネシアの߈防を考察し、討議す
る。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

3 ຑༀ文化：Ѩย戦争、日本とѨย、マリファナと喫Ԏを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

4 人身ചങ：子供の༠ս、ଁ器ചങ、ペドファイルを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

5 アジアのリκート：リκート開発と観光文化を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

6 アジアの世界Ҩ産：世界Ҩ産リストの問題点を考察し、討議する。（アンコール・ワッ
ト、タージマハルなど）

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

7 ロングステイ：日本人Ҡ民、シルバーコロンビア計画、ւ外ロングステイを考察し、討
議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

8 リκート開発と観光文化：開発による観光文化の変容を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

9 ՚ 人：アリババ঎法、プリブミ、ペラナカンなどを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

10 貧 困：物ޤいと宗教、ༀ物ґ存、児童࿑働などを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

11 白人略ୣの歴史：マゼランのւ଑行為、イエズス会とࡴፋなどを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

12 アジア史の真実：大英ఇ国とインド、日࿐戦争の意味を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

13 ౦南アジア史：経済発展、ಠ立、開発ಠࡋを考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

14 シンガポールの過去・現在：政治的安定と高い経済水準を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

15 パレスチナ問題：イギリスの三ຕઉ外交の結末を考察し、討議する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分
映像 20分 討議 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アδア文化研究Ｂ（Asian Cultural Studies B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀はアジアの時代と言われ、アジアを中心に世界が動き出す。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの現状と課題を学ぶ。

授業目標：
アジアの課題を知り、解決策がわかる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
松田素二編『アフリカを学ぶ人のために』世界思想社，2023年，￥2,500＋税

参考文献：
そのつど紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、最終テスト（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ステレオタイプや各種情報を批判的に読み解く力をつけ、自らの思考を展開できるトレーニングをしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（受講ルール、成績判定、ミニ授業） 事前：高校地理世界史振返り
事後：授業予定確認

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

2 2－1章「人類誕生」：大཮Ҡ動説、アフリカ誕生説、人類誕生、ホモサピエ
ンス、文化の中心としてのアフリカについて学ぶ。

事前：高校地理世界史振返り
事後：2-1章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

3 1－3章「生態環境」：大河と大地ߔଳ、熱ଳӍྛ、ૄ開ྛ、サバンナ、࠭യ、
温ஆ化と環境について学ぶ。

事前：生態のイメージ
事後：1-3章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

4 1－4章「生業」：ङྌ採集（平等志向、定住化）、೶業（঎品作物）、຀ச（生
態環境の変化と問題）について学ぶ。

事前：ङྌ採集イメージ
事後：1-4章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

5 1－2章「言語」：多言語の共存と多言語使用、スワώリ語、コードスイッチ
ング、クレオール、言語の階層性について学ぶ。

事前：外国語習得振返り
事後：1-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

6 2－2章「古Ԧ国」：౦アフリカから学ぶ伝統的な政治、古Ԧ国、広範な交қ
について学ぶ。

事前：Ԧ国のイメージ
事後：2-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

7 2－3章「ౕྴ交қ」：人類史におけるౕྴ、近世・近代ౕྴ制下のౕྴ交қ、
「三֯๵қ」、アフリカへの影響について学ぶ。

事前：ౕྴのイメージ
事後：2-3章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

8 2－4章「২民地支配とಠ立」：ヨーロッパྻڧによるアフリカ分割と民族の
創出、২民地支配、ࡡ取、ಠ立、部族主義について学ぶ．

事前：২民地支配
事後：2-4章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

9・10 3－1章「ポピュラーアート」：語りの技と৑談関係、大ऺ文学、大ऺ演ܶ、
大ऺ映画、音楽、ダンスについて学ぶ。

事前：アフリカ音楽，ダンス
事後：3-1章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

11 3－2章「ライフスタイル」：携ଳֵ命、情報ֵ命、送ֵۚ命、ۚ༥ֵ命、求
職ֵ命について学ぶ。

事前：スマホ利用振返り
事後：3-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

12 1－1章「民族と文化」：国家・言語・民族の重なり、交қと言語・文化、২
民地支配と民族文化、アフリカ性について学ぶ。

事前：民族イメージ
事後：1-1章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

13 まとめ 事前：前期授業振返り
事後：テスト準備

講義60分、質疑応答20分､
記述10分

14・15 授業全体を振り返る。最終テストを受ける。 事前：テスト準備
事後：振り返り 講義30分、テスト60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アϑリΧ文化研究Ａ（Introduction to African Cultures A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ઒ఴ 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 高校レベルの஍理・世界史の知識。Google Classroomར用。

授業概要：
人類史、生態、生業、言語、ౕྴ制度、২民地支配、ಠ立について学んだ後、ポピュラーアート、ライフスタイル、助け合いについて学ぶ。毎回の授業

終了前に小テストを行い、理解度について確認し、次の回の授業冒頭で補足説明を行う。

授業目標：
⚑．アフリカについて、人類誕生以後の歴史を理解する。
⚒．アフリカの現在について理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



5

教本：
松田素二編『アフリカを学ぶ人のために』世界思想社，2023年，￥2,500＋税

参考文献：
そのつど紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、最終テスト（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ステレオタイプや各種情報を批判的に読み解く力をつけ、自らの思考を展開できるトレーニングをしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アϑリΧ文化研究Ｂ（Introduction to African Cultures B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ઒ఴ 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 高校レベルの஍理・世界史の知識。Google Classroomར用。

授業概要：
人類史、生態環境、生業、言語、ౕྴ制度、২民地支配、ಠ立について学んだ後、政治的動ཚ、和解と共生、自然保護と地域住民について学ぶ．毎回の

授業終了前に小テストを行い、理解度について確認し、次の回の授業冒頭で補足説明を行う。

授業目標：
⚑．アフリカについて、人類誕生以後の歴史を理解する。
⚒．アフリカの現在について理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（受講ルール、成績判定、ミニ授業） 事前：高校地理世界史振返り
事後：授業予定確認

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

2 2－1章「人類誕生」：大཮Ҡ動説、アフリカ誕生説、人類誕生、ホモサピエ
ンス、文化の中心としてのアフリカについて学ぶ。

事前：高校地理世界史振返り
事後：2-1章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

3 1－3章「生態環境」：大河と大地ߔଳ、熱ଳӍྛ、ૄ開ྛ、サバンナ、࠭യ、
温ஆ化と環境について学ぶ。

事前：生態のイメージ
事後：1-3章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

4 1－4章「生業」：ङྌ採集（平等志向、定住化）、೶業（঎品作物）、຀ச（生
態環境の変化と問題）について学ぶ。

事前：ङྌ採集イメージ
事後：1-4章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

5 1－2章「言語」：多言語の共存と多言語使用、スワώリ語、コードスイッチ
ング、クレオール、言語の階層性について学ぶ。

事前：外国語習得振返り
事後：1-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

6 2－2章「古Ԧ国」：౦アフリカから学ぶ伝統的な政治、古Ԧ国、広範な交қ
について学ぶ。

事前：Ԧ国のイメージ
事後：2-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

7 2－3章「ౕྴ交қ」：人類史におけるౕྴ、近世・近代ౕྴ制下のౕྴ交қ、
「三֯๵қ」、アフリカへの影響について学ぶ。

事前：ౕྴのイメージ
事後：2-3章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

8 2－4章「২民地支配とಠ立」：ヨーロッパྻڧによるアフリカ分割と民族の
創出、ࡡ取、ಠ立、২民地支配、部族主義について学ぶ。

事前：২民地支配
事後：2-4章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

9 5－2章「助け合い」：自然発生的助け合い、組織的な助け合いについて学ぶ。 事前：災害時助け合い
事後：5-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

10 4－1章「政治的動ཚ」：ಠ立後のアフリカ、旧宗主国の影響、২民地のෛの
Ҩ産、ྫྷ戦、資源争ୣについて学ぶ。

事前：紛争ニュース
事後：4-1章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

11 3－2章「和解と共生」：真実和解委員会、南アフリカ共和国、アパルトϔイ
ト、マンデラ、対話とローカル参加について学ぶ。

事前：携ଳ文化
事後：3-2章の復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

12 ং「アフリカのજ在力について学ぶ」：教科書全体を通した見取り図 事前：助け合い経験
事後：ংの復習

講義60分、質疑応答20分､
小テスト10分

13 まとめ 事前：後期授業振返り
事後：テスト準備

講義60分、質疑応答20分､
記述10分

14・15 授業全体を振り返る．最終テストを受ける。 事前：テスト準備
事後：振り返り 講義30分、テスト60分
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教本：
特に指定はありません。

参考文献：
授業ごとに配布物を配り、それに従って授業を進めます。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
世界有数の観光大国であるアメリカには、人々を魅了する観光資源が豊෋に存在します。アメリカ各地の観光資源がどのように開発、活用され、またど

のような産業が支えているのか、アメリカ観光の概要を知ることができます。興味があれば受講してみて下さい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：特になし
事後：配布物復習 講義

2 アメリカ観光の概要① 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

3 アメリカ観光の概要② 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

4 アメリカの交通・輸送産業① 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

5 アメリカの交通・輸送産業② 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

6 アメリカの॓ധ産業 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

7 アメリカのཱྀ行産業 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

8 中間テスト 事前：前半の復習
事後：テストの復習

小テストの実施 ･
フィードバック

9 アメリカの観光政策① 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

10 アメリカの観光政策② 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

11 各भの観光政策① カリフォルニアभ 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

12 各भの観光政策② ニューヨークभ 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

13 アメリカの国立公Ԃ 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

14 アメリカの美術館・博物館 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

15 アメリカのテーマパーク 総括 事前：配布物精読
事後：配布物復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリΧޫ؍論（American Tourism Studies） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ຤次 ढ़之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
アメリカは世界有数の「観光大国」です。世界各地の人々が大ڍしてアメリカを訪問するようになり、訪米外国人観光客から得られる観光収入・輸出ֹ

は、アメリカ経済の中でも重要な地位を確立するにࢸっています。この講義では、アメリカ観光の概要から、観光を支える各産業分野、アメリカ政෎（連
๜・भ・自治体）の観光政策などについて学んでいきます。
授業目標：

世界の人々をさまざまに魅了するアメリカについて、その観光分野を෯広く理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Where Are ┝ou From┃ : American ┖egions
J. M. Vardaman著 音Ӌ書房 鶴見書店 ￥1,900＋税
ISBN978-4-7553-0387-6

参考文献：
┙┗A: Customs and ┍nstitutions: A Survey of American Culture and Traditions
A Regents Publication

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回、授業内容を確認するために、テクストの設問に解答するようにしてください。復習になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction : The American Character 事前：なし
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

2 Native American Tribes 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

3 New England 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

4 The Pilgrims 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

5 The Three Northern Rural States and Boston 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

6 Metropolitan New York 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

7 Cosmopolitan New York 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

8 Appalachia 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

9 Thirteen Colonies 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

10 The Southern Colonists and Slaves 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

11 The American Music Roots 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

12 Pennsylvania 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

13 The Industrial North 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

14 Middle America : The Prairie and Plain States 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

15 West and East of Middle America 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリΧ文化研究Ａ（American Studies A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
それぞれの地域にয点を当てて書かれたテクストに沿って、アメリカ合ऺ国の歴史と文化について学びます。副教材としてアメリカ史を中心にまとめた

ハンドアウトを配布します。

授業目標：
アメリカ合ऺ国の歴史と文化を学びながら、現代のアメリカについての理解を深めることが目標です。テクストとハンドアウトは英語で書かれています

ので、英語を読むことに਌しむのも目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



8

教本：
Where Are ┝ou From┃ : American ┖egions
J. M. Vardaman著 音Ӌ書房 鶴見書店 ￥1,900＋税
ISBN978-4-7553-0387-6

参考文献：
┙┗A: Customs and ┍nstitutions: A ┗ur┺e┽ of American Culture and Traditions
A Regents Publication

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回、授業内容を確認するために、テクストの設問に解答するようにしてください。復習になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction : American Family Life 事前：なし
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

2 Out West : California Gold Rush 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

3 Out West of the Twentieth Century 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

4 Alaska 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

5 European Colonies in America 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

6 How Colonies Differed 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

7 The Pacific Northwest : The First and Second Stage of Immigrants 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

8 The Pacific Northwest : Today 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

9 The Southwest : The ,ingdom of New Mexico 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

10 The Southwest : Hispanic Population 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

11 Hawaii 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

12 Federal Government and States’ Rights 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

13 Issues : Taxes and Textbook Adoption 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

14 Religion in the Regions 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

15 Who believes what in the West 事前：ハンドアウト
事後：設問解答

講義60分
ワークシート30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリΧ文化研究Ｂ（American Studies B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
それぞれの地域にয点を当てて書かれたテクストに沿って、アメリカ合ऺ国の歴史と文化について学びます。副教材としてアメリカ史を中心にまとめた

ハンドアウトを配布します。

授業目標：
アメリカ合ऺ国の歴史と文化を学びながら、現代のアメリカについての理解を深めることが目標です。ハンドアウトとテクストは英語で書かれています

ので、英語を読むことに਌しむのも目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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い

教本：
Inside Britain（成美堂)

参考文献：
授業中に適宜配布する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、課題等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction 事前：シラバスを熟読する
事後：授業の復習をする

イギリスについての基本事
項の解説

2 Lesson 1 My Fortune 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

3 Lesson 1 My Fortune 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

4 Lesson 2 A Present 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

5 Lesson 2 A Present 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

6 Lesson 3 Retiring 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

7 Lesson 3 Retiring 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

8 Lesson 4 Health 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

9 Lesson 4 Health 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

10 Lesson 5 A Thief 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

11 Lesson 5 A Thief 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

12 Lesson 6 A Gap Year 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

13 Lesson 6 A Gap Year 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

14 Lesson 7 His Luck Ran Out 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

15 Lesson 7 His Luck Ran Out 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) イΪリε文化研究Ａ（English Study A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ѩ෦ 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
イギリスの文化・伝統、そしてイギリス国民やその生活の根ఈにある精神෩土についてのエッセイをテーマ毎に読み、異文化への理解を図る。

授業目標：
多様性に෋んだイギリスの文化を、歴史的、社会的、文化的にさまざまな֯度から学ぶことによって、異なる文化を考察し、受容する態度を習得するこ

とを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Inside Britain（南Ӣ堂）

参考文献：
授業中に適宜配布する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、課題等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Lesson 8 Hot Springs 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

2 Lesson 8 Hot Springs 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

3 Lesson 9 Shops 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

4 Lesson 9 Shops 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

5 Lesson 10 At the Doctor’s 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

6 Lesson 10 At the Doctor’s 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

7 Lesson 11 Foreign Language 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

8 Lesson 11 Foreign Language 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

9 Lesson 12 Oxbridge 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

10 Lesson 12 Oxbridge 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

11 Lesson 13 Tom and Susan Dixton 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

12 Lesson 13 Tom and Susan Dixton 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

13 Lesson 14 Phil and Janet 事前：プリントの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

14 Lesson 14 Phil and Janet 事前：プリントの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

15 Lesson 15 TV Licences 事前：テキストの予習をする
事後：授業の復習をする

英文講読 20分、解説 30分、
練習問題 40分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) イΪリε文化研究Ｂ（English Study B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ѩ෦ 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
イギリスの文化・伝統、そしてイギリス国民やその生活の根ఈにある精神෩土についてのエッセイをテーマ毎に読み、異文化への理解を図る。

授業目標：
多様性に෋んだイギリスの文化を、歴史的、社会的、文化的にさまざまな֯度から学ぶことによって、異なる文化を考察し、受容する態度を習得するこ

とを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
松尾知明、『多文化共生のためのテキストブック』、明石書店、2011年、

￥2,640。

参考文献：
加լ美常美代(編著）、『多文化共生論 多様性理解のためのώントとレッ

スン』、明石書店、2013年、￥2,640。

成績評価の方法、評価基準：期末小論文（40％）、授業への寄与度や授業態度や小テストや課題などの平常点（60％）等で総合評価する。
学生へのアドバイス：⚑．異文化コミュニケーション論の知識（頭೴の知性）向上、⚒．自己効力感（私はできるというプラス思考）向上、⚓．人間力（力
。するܴ׻く生きていく力、目標達成力）向上。毎回学生のօさんにA4の紙を配り、質問集に、質問、意見、感想を書いてもらう。学生のօさんの質問はڧ
学習理論の自己効力感（self-efficacy、セルフ・エフィカシー）で「できるという信念があれば、必ずできるようになる」。私伊藤װ彦は自己効力感で学生の
օさんのやる気をҾき出し、成績を高める。
オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 異文化共生論Ａの目次の説明をする。自己紹介をする。
口頭Q&Aをする。質問集に答える。

事前：異文化共生論Ａの下読みをする。
事後：異文化共生論Ａのポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。質問集10分。自
己紹介30分。

2
異文化共生理論(ᷤ藤解決方略次元理論、異文化受容態度
理論)の説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。
課題をする。

事前：異文化共生理論の下読みをする。
事後：異文化共生理論のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Qˍ
A60分。質問集10分。課
題10分。

3
グローバリゼーション(地ٿのॖ小化、グローバル・イシ
ュー)の説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。
課題をする。

事前：グローバリゼーションの下読みをする。
事後：グローバリゼーションのポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Qˍ
A60分。質問集10分。課
題10分。

4
多文化化(多文化社会、多文化の୆࿷、グローバル社会)の
説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。課題を
する。

事前：多文化化の下読みをする。
事後：多文化化のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Qˍ
A60分。質問集10分。課
題10分。

5 相互ґ存(社会変動、多文化共生)の説明をする。口頭Q&
Aをする。質問集に答える。課題をする。

事前：相互ґ存の下読みをする。
事後：相互ґ存のポイントをノートに書く。

講義説明20分。小テスト
60分。質問集10分。

6 自文化中心主義(同心ԁ的なパースペクティブ、白人のま
なざし)の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：自文化中心主義の下読みをする。
事後：自文化中心主義のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

7
グローバルな見方(多文化なパースペクティブ、グローバ
ルなパースペクティブ)の説明をする。口頭Q&Aをする。
課題をする。

事前：グローバルな見方の下読みをする。
事後：グローバルな見方のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

8 文化の定義(ハイブリッド〈ࠞ成したもの〉、グローバリゼ
ーション)の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：文化の定義の下読みをする。
事後：文化の定義のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

9 ジェンダーの問題(本質主義、構築主義)の説明をする。口
頭Q&Aをする。課題をする。

事前：ジェンダーの問題の下読みをする。
事後：ジェンダーの問題のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

10
外国人という言説(白人性研究、日本人性)の説明をする。
口頭Q&Aをする。ディスカッションをする。質問集に答
える。

事前：外国人という言説の下読みをする。
事後：外国人という言説のポイントをノートに書く。

講義説明20分。ディスカ
ッション60分。質問集10
分。

11 マイノリティとマジョリティ(多文化社会、外国人の子供と
日本の学校)の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：マイノリティとマジョリティの下読みをする。
事後：マイノリティとマジョリティのポイントをノートに書く｡

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

12 多文化社会と社会統合(日本の中のマイノリティ、アメリ
カの事例)の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：多文化社会と社会統合の下読みをする。
事後：多文化社会と社会統合のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

13 日本文化の価஋観(૆先崇ഈ、武士道、和の思想)の説明を
する。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：日本文化の価஋観の下読みをする。
事後：日本文化の価஋観のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

14 日本の異文化交流史(ठ教･෹教の受容、キリシタンの受容、西
Ԥ文明の受容)の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：日本の異文化交流史の下読みをする。
事後：日本の異文化交流史のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Qˍ
A10分。課題40分。

15 異文化共生論Ａのまとめの説明をする。口頭Q&Aをす
る。質問集に答える。

事前：異文化共生論Ａのまとめの下読みをする。
事後：異文化共生論Ａのまとめのポイントをノートに書く。

講義説明70分。口頭Qˍ
A10分。質問集10分。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) ҟ文化ڞ生論Ａ（Intercultural Understanding A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 彦װ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、異文化共生理論、グローバリゼーションʹ地ٿのॖ小化、多文化化、相互ґ存、自文化中心主義、グローバルな見方、文化の定義、ジェン

ダーの問題、外国人という言説、マイノリティとマジョリティ、多文化社会と社会統合、日本文化の価஋観、日本の異文化交流史などについて説明する。
授業目標：

授業のテーマは、世界と日本、異文化接৮、異文化コミュニケーションと社会、異文化間教育とコミュニケーション教育、コミュニケーション能力など
である。授業目標は、日本政෎が現在、推進している異文化共生政策や地域社会における学習者と日本人住民との接৮の状況を理解させることである。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
松尾知明、『「Ҡ民時代」の多文化共生論 想像力・創造力を育む14のレッ

スン』、明石書店、2020年、￥2,420。

参考文献：
多文化共生キーワード事典編集委員会編、『多文化共生キーワード事典

改訂版』、明石書店、￥2,200。

成績評価の方法、評価基準：期末小論文（40％）、授業への寄与度や授業態度や課題などの平常点（60％）等で総合評価する。
学生へのアドバイス：⚑．異文化コミュニケーション論の知識（頭೴の知性）向上、⚒．自己効力感（私はできるというプラス思考）向上、⚓．人間力（力
く生ڧく生きていく力、目標達成力）向上。頭೴の知性（異文化コミュニケーション論の専門的知識）と感情の知性（人格形成）を学ばせ、人間力（力ڧ
きていく力、目標達成力）を育成する。学習理論の自己効力感（self-efficacy、セルフ・エフィカシー）で「できるという信念があれば、必ずできるように
なる」。学生のօさんの質問はܴ׻する。
オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 異文化共生論Ｂの目次の説明をする。自己紹介をする。口頭
Q&Aをする。質問集に答える。

事前：異文化共生論Ｂの下読みをする。
事後：異文化共生論Ｂのポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。質問集10分。自
己紹介30分。

2
グローバリゼーションの時代(システムとしての地ٿ規模化、
政治経済文化のグローバリゼーション)の説明をする。口頭Q
&Aをする。質問集に答える。課題をする。

事前：グローバリゼーションの下読みをする。
事後：グローバリゼーションのポイントをノートに

書く｡

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

3 未来をつくる(多文化共生の୆࿷、多文化共生の日本)の説明
をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。課題をする。

事前：未来の下読みをする。
事後：未来のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

4
南北問題(南北問題、21世紀に存在するౕྴ、多国੶企業)の
説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。課題をす
る。

事前：南北問題の下読みをする。
事後：南北問題のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

5 経済格差と貧困問題(経済格差の拡大、国際機関)の説明をす
る。口頭Q&Aをする。質問集に答える。課題をする。

事前：経済格差と貧困問題の下読みをする。
事後：経済格差と貧困問題のポイントをノートに書

く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

6 環境問題(地ٿ温ஆ化、࠭യ化、地ٿ環境のѱ化)の説明をす
る。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：環境問題の下読みをする。
事後：環境問題のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

7 熱ଳӍྛの破壊(ফえる熱ଳྛ、持続可能な開発)の説明をす
る。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：熱ଳӍྛの破壊の下読みをする。
事後：熱ଳӍྛの破壊のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

8 平和問題(グローバリゼーション、戦争、テロ)の説明をする。
口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：平和問題の下読みをする。
事後：平和問題のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

9 平和な世界をめざして(平和、積極的な平和、人権)の説明を
する。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：平和な世界をめざしての下読みをする。
事後：平和な世界をめざしてのポイントをノートに書く｡

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

10
国際協力と開発(政෎開発援助〈ODA〉、NGOによるボランテ
ィア、国際協力)の説明をする。ディスカッションをする。質
問集に答える。

事前：国際協力と開発の下読みをする。
事後：国際協力と開発のポイントをノートに書く。

講義説明20分。ディスカ
ッション60分。質問集10
分。

11 国際協力を考える(青年ւ外協力隊、国境なきҩ師団)の説明
をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：国際協力の下読みをする。
事後：国際協力のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

12 日本人であること(日本の学校を脱構築、日本人性の脱構築)
の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：日本人の下読みをする。
事後：日本人のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

13 日本社会の࠶構築(日本の学校を࠶構築、日本人性の࠶構築)
の説明をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：日本社会の下読みをする。
事後：日本社会のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

14
世界を見るレンズ(教科書の中の人々、世界を捉える࿮組み、
グローバルとナショナル)の説明をする。口頭Q&Aをする。
質問集に答える。課題をする。

事前：世界を見るレンズの下読みをする。
事後：世界を見るレンズのポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

15 異文化共生論Ｂのまとめの説明をする。口頭Q&Aをする。
質問集に答える。

事前：異文化共生論Ｂのまとめの準備をする。
事後：異文化共生論Ｂのまとめのポイントをノート

に書く。
講義説明70分。口頭Q&
A10分。質問集10分。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) ҟ文化ڞ生論Ｂ（Intercultural Understanding B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 彦װ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、グローバリゼーションの時代、世界を見るレンズ、南北問題、経済格差と貧困問題、環境問題、熱ଳӍྛの破壊、平和問題、平和な世界を

めざして、国際協力と開発、国際協力を考える、日本人であること、日本社会の࠶構築、未来をつくるなどについて説明する。
授業目標：

授業のテーマは、世界と日本、異文化接৮、異文化コミュニケーションと社会、異文化間教育とコミュニケーション教育、コミュニケーション能力など
である。到達目標は、多文化共生社会になりつつある日本の現状と学習者と地域社会との異文化接৮の状況を理解させることである。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏、久米昭元、長谷川典子、ࡩ木ढ़行、石ࠇ武人、『はじめて学ぶ異文化コミ

ュニケーション 多文化共生と平和構築に向けて』、有斐閣、2013年、￥2,200。

参考文献：
石井敏、久米昭元(編)、『異文化コミュニケーション事典』、春෩社、

2013年、￥7,600。

成績評価の方法、評価基準：期末小論文（40％）、授業への寄与度や授業態度や課題などの平常点（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：⚑．異文化コミュニケーション論の知識（頭೴の知性）向上、⚒．自己効力感（私はできるというプラス思考）向上、⚓．人間力（力
く生きていく力、目標達成力）向上。学生のօさんにA4の紙を配り、質問集に、質問、意見、感想を書いてもらい、ཌि重要な質問や意見や感想は紹介ڧ
する。学生のօさんの質問はܴ׻する。頭೴の知性（異文化コミュニケーション論の専門的知識）と感情の知性（人格形成）を学ばせ、人間力（力ڧく生
きていく力、目標達成力）を育成する。

オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
異文化コミュニケーション論Ⅰの目次の説明をす
る。自己紹介をする。口頭Q&Aをする。質問集に
答える。

事前：異文化コミュニケーション論Ⅰの下読みをする。
事後：異文化コミュニケーション論Ⅰのポイントをノートに書

く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。質問集10分。自
己紹介30分。

2
異文化コミュニケーションの定義(平和構築、構造
的๫力論、ナショナリズム)の説明をする。質問集
に答える。課題をする。

事前：異文化コミュニケーションの定義の下読みをする。
事後：異文化コミュニケーションの定義のポイントをノートに

書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

3
日本の思想(෹教思想、神道思想、キリスト教思想)
の説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。
課題をする。

事前：日本の思想の下読みをする。
事後：日本の思想のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

4
多民族国家୆࿷(୆࿷の民族、୆࿷の文化、୆࿷の
歴史)の説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に
答える。課題をする。

事前：多民族国家୆࿷の下読みをする。
事後：多民族国家୆࿷のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

5
୆࿷の同化主義(教育௘語、同化教育、ߖ民化教育)
の説明をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。
課題をする。

事前：୆࿷の同化主義の下読みをする。
事後：୆࿷の同化主義のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

6
異文化コミュニケーション論の基礎(文化の定義、
三層構造、二層構造)の説明をする。口頭Q&Aを
する。課題をする。

事前：異文化コミュニケーションの基礎の下読みをする。
事後：異文化コミュニケーションの基礎のポイントをノート

に書く。
講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

7
異文化コミュニケーション理論(異文化コミュニケ
ーション・モデル)の説明をする。口頭Q&Aをす
る。課題をする。

事前：異文化コミュニケーション理論の下読みをする。
事後：異文化コミュニケーション理論のポイントをノートに

書く。
講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

8
自己とアイデンティティ(自己概念、社会・文化的
アイデンティティ、国民アイデンティティ)の説明
をする。課題をする。

事前：自己とアイデンティティの下読みをする。
事後：自己とアイデンティティのポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

9
異文化適応ۂઢ(カルチャーショック、ٯカルチャ
ーショック、Ｕۂઢ、̬ ઢ)の説明をする。口頭Qۂ
&Aをする。課題をする。

事前：異文化適応ۂઢの下読みをする。
事後：異文化適応ۂઢのポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

10
成長過程としての異文化適応(൱定段階、防Ӵ段階、
ᛙ小化段階、受容段階、適応段階、統合段階)の説明
をする。ディスカッションをする。

事前：成長過程としての異文化適応の下読みをする。
事後：成長過程としての異文化適応のポイントをノートに書

く。

講義説明20分。ディスカ
ッション60分。質問集10
分。

11
異文化コミュニケーションの障น(ステレオタイ
プ、ภ見、差別、)の説明をする。口頭Q&Aをする。
課題をする。

事前：異文化コミュニケーションの障นの下読みをする。
事後：異文化コミュニケーションの障นのポイントをノートに

書く。
講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

12
コミュニケーション・スタイル(自己主ு、議論、フ
ォーマル、シャイネス、自己開示)の説明をする。口
頭Q&Aをする。課題をする。

事前：コミュニケーション・スタイルの下読みをする。
事後：コミュニケーション・スタイルのポイントをノートに書

く。
講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

13
国際文化交流(二つの世界大戦、戦後の復興、経済
大国へ、バブル経済่壊以後)の説明をする。口頭
Q&Aをする。課題をする。

事前：国際文化交流の下読みをする。
事後：国際文化交流のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

14
国際協力(国際協力の形態、異文化間の基本的問題、
認識の違い)の説明をする。口頭Q&Aをする。課
題をする。

事前：国際協力の下読みをする。
事後：国際協力のポイントをノートに書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。課題40分。

15 異文化コミュニケーション論Ⅰのまとめの説明を
する。口頭Q&Aをする。質問集に答える。

事前：異文化コミュニケーション論Ⅰのまとめの下読みをする。
事後：異文化コミュニケーション論Ⅰのまとめのポイントをノ

ートに書く。
講義説明70分。口頭Q&
A10分。質問集10分。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) ҟ文化コϛϡχέーγϣン論Ⅰ（Intercultural Communication Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 彦װ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、異文化コミュニケーションの定義、異文化コミュニケーション論の基礎、異文化コミュニケーション理論、自己とアイデンティティ、異文

化適応ۂઢ、成長過程としての異文化適応、異文化コミュニケーションの障น、コミュニケーション・スタイル、国際文化交流、国際協力などについて説
明する。異文化コミュニケーションは、文化的背景の異なる人々との間で起こるコミュニケーションであると定義できる。

授業目標：
授業のテーマは、世界と日本、異文化接৮、異文化コミュニケーションと社会、異文化間教育とコミュニケーション教育、コミュニケーション能力など

である。授業目標は、異なる文化的背景を持つ人々とコミュニケーションを行うための異文化コミュニケーションの理論と実践について、理解させること
である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏、久米昭元、遠山३、松本ໜ、平井一弘、ޚ堂岡ܿ、『異文化コミュニケー

ション・ハンドブック 基礎知識から応用・実践まで』、有斐閣、1997年。

参考文献：
久米昭元、長谷川典子、『ケースで学ぶ異文化コミュニケーション
。解・ࣦഊ・すれ違い』、有斐閣、2007年ޡ

成績評価の方法、評価基準：期末小論文（40％）、授業への寄与度や授業態度や課題などの平常点（60％）等で総合評価する。
学生へのアドバイス：異文化コミュニケーション論の授業を通じて、܅の異文化相互理解力を高め、異文化共生の知識を実践に生かし、多文化社会日本の
中で、܅の人間関係をよくしていくほうがいい。本授業に参加して、言語メッセージとඇ言語メッセージを理解し、異なる文化的背景を持つ人々とコミュ
ニケーションを行うための異文化コミュニケーション能力（⚑．異文化コミュニケーション論の知識（頭೴の知性）向上、⚒．自己効力感（私はできると
いうプラス思考）向上、⚓．人間力（力ڧく生きていく力、目標達成力）向上）を高めていってほしい。
オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 異文化コミュニケーション論Ⅱの目次の説明をする。自
己紹介をする。口頭Q&Aをする。質問集に答える。

事前：異文化コミュニケーション論Ⅱの下読みをする。
事後：異文化コミュニケーション論Ⅱのポイントをノート

に書く。

講義説明40分。口頭Q&
A10分。質問集10分。自
己紹介30分。

2
異文化相互理解(異文化理解政策、異文化理解のコミュ
ニケーション過程、異文化の୆࿷)の説明をする。口頭
Q&Aをする。質問集に答える。課題をする。

事前：異文化相互理解の下読みをする。
事後：異文化相互理解のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

3
異文化コミュニケーション能力(効果性と適切性、個人
的・文化的アイデンティティ、性格的な要素)の説明を
する。口頭Q&Aをする。質問集に答える。課題をする。

事前：異文化コミュニケーション能力の下読みをする。
事後：異文化コミュニケーション能力のポイントをノート

に書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

4
異文化が共生できる社会(異文化共生論、外国人࿑働者、
共生の現実)の説明をする。口頭Q&Aをする。質問集
に答える。課題をする。

事前：異文化が共生できる社会の下読みをする。
事後：異文化が共生できる社会のポイントをノートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

5
異文化コミュニケーションの諸問題(異文化、文化、コ
ミュニケーション)の説明をする。口頭Q&Aをする。
質問集に答える。課題をする。

事前：異文化コミュニケーションの諸問題の下読みをする。
事後：異文化コミュニケーションの諸問題のポイントをノ

ートに書く。

講義説明10分。口頭Q&
A60分。質問集10分。課
題10分。

6
言語メッセージと記߸(記߸からなる言語メッセージ、
言語メッセージの機能、言語メッセージと文化)の説明
をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：言語メッセージと記߸の下読みをする。
事後：言語メッセージと記߸のポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

7
ඇ言語メッセージ(パラ言語、ඇ言語メッセージの重要
性、ඇ言語メッセージの普ว性)の説明をする。口頭Q&
Aをする。課題をする。

事前：ඇ言語メッセージの下読みをする。
事後：ඇ言語メッセージのポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

8
対人コミュニケーション(対人コミュニケーションの大
切さ、対人関係の発展の過程、人間関係の特徴)の説明
をする。口頭Q&Aをする。課題をする。

事前：対人コミュニケーションの下読みをする。
事後：対人コミュニケーションのポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

9
国家レベルの異文化接৮(異文化コミュニケーションと
外交、日米交ব、国家・民族・異文化コミュニケーショ
ン)の説明をする。課題をする。

事前：国家レベルの異文化接৮の下読みをする。
事後：国家レベルの異文化接৮のポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

10
多文化社会日本(アイψ人、ླྀٿ人、在日ؖ国・ே઱人、
同化主義、多文化主義)の説明をする。口頭Q&Aをす
る。質問集に答える。ディスカッションをする。

事前：多文化社会日本の下読みをする。
事後：多文化社会日本のポイントをノートに書く。

講義説明20分。ディスカ
ッション60分。質問集10
分。

11
文化ຎࡲの諸側面(ステレオタイプ、文化ຎࡲと経済ຎ
の説明をす(ࡲ国民性と文化ຎ、ࡲ歴史観と文化ຎ、ࡲ
る。課題をする。

事前：文化ຎࡲの諸側面の下読みをする。
事後：文化ຎࡲの諸側面のポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

12
異文化理解教育(近代の国民国家、Ϣネスコの国際理解
教育、国際意識の教育)の説明をする。口頭Q&Aをす
る。課題をする。

事前：異文化理解教育の下読みをする。
事後：異文化理解教育のポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

13
ւ外留学(ւ外留学の多様化、異文化への適応問題、異
文化カウンセリング)の説明をする。口頭Q&Aをする。
課題をする。

事前：ւ外留学の下読みをする。
事後：ւ外留学のポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

14
外国人留学生(留学生10ສ人計画、相互理解と障น、留
学生の異文化適応)の説明をする。口頭Q&Aをする。
課題をする。

事前：外国人留学生の下読みをする。
事後：外国人留学生のポイントをノートに書く。

講義説明40分。課題40分。
口頭Q&A10分。

15 異文化コミュニケーション論Ⅱのまとめの説明をする。
口頭Q&Aをする。質問集に答える。

事前：異文化コミュニケーション論Ⅱのまとめの準備をする。
事後：異文化コミュニケーション論Ⅱのまとめのポイントをノ

ートに書く。
講義説明70分。口頭Q&
A10分。質問集10分。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) ҟ文化コϛϡχέーγϣン論Ⅱ（Intercultural Communication Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 彦װ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、異文化相互理解、異文化コミュニケーション能力、異文化が共生できる社会、異文化コミュニケーションの諸問題、言語メッセージと記߸、

ඇ言語メッセージ、対人コミュニケーション、国家レベルの異文化接৮、多文化社会日本、文化ຎࡲの諸側面、異文化理解教育、ւ外留学、外国人留学生
などについて説明する。
授業目標：

授業のテーマは、世界と日本、異文化接৮、異文化コミュニケーションと社会、異文化間教育とコミュニケーション教育、コミュニケーション能力など
である。授業目標は、異なる文化的背景を持つ人々とコミュニケーションを行うためのコミュニケーションの理論について理解させることである。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：
そのつど紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％），小テスト・レポート等（30％），最終テスト（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
各種情報や様々な情報を批判的に読み解く力をつけ，自らの思考を展開できるトレーニングをしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1・2 視点としての異文化：カレンダーから多様な文化の共存の可能性について学ぶ。 事前：高校世界史を振り返る
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

3 異文化～自文化：日本の在留外国人について学ぶ。神ಸ川県の多文化共生策に
ついて考える。

事前：外国に住むこと
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

4 先住民：世界の「先住民族」をめぐる動きを概観した後、日本における先住民ア
イψの人々について学ぶ。

事前：記事、ニュース収集
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

5 宗教：キリスト教拡大以前と以後、「クリスマス」の展開を例に、古い文化的要
素と新しい文化的要素のࠞ合について学ぶ。

事前：クリスマス経験
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

6 宗教：イスラームについて、৯についての「ハラール」（ڐされていること、も
の）規制について学ぶ。

事前：宗教のイメージ
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

7 異文化としての日本：ัܵ文化を例に、異文化としての日本について学ぶ。 事前：৯のイメージ
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

⚘ 映像授業 事前：関連事項検索
事後：映像資料復習

視聴 60分、グループワーク
20分、記述 10分

9 ろう文化：聴覚障がいがあることを手話言語によってコミュニケーションする
文化として学ぶ。

事前：バリアフリー経験
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

9 ৮文化：視覚障がいがあることを、৮る文化と見る文化という視点から捉え直
す。

事前：バリアフリー経験
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

10 タトΡー：身体を文化の視点から捉え、タトΡー/イレズミについて学ぶ。 事前：タトΡーのイメージ
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

11 美容整形：美容整形を切り口に日本社会とؖ国社会について比較検討する。 事前：整形のイメージ
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

12 企業文化：ビジネスへの文化の視点の導入について、その歴史と現在について
学ぶ。

事前：ブランドイメージ
事後：復習

講義 60分、ディベート 20分、
小テスト 10分

13 まとめ：授業全体を振り返り、異文化の視点についての理解を深める。 事前：ノート整理
事後：テスト準備

講義 60分、ディベート 20分、
記述10分

14・15 最終テストを受ける。テスト結果、今後の学習に向けた提案を行う。 事前：テスト準備
事後：振り返り 講義 30分、テスト 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ҟ文化論Ａ（Cross Culture Theory A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ઒ఴ 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 高校レベルの日本史、世界史の知識。Google Classroomར用。

授業概要：
異文化とは外国の文化だけを指すわけではありません。日本社会を対象に異文化の視点について学びます。ディベート、ディスカッション、グループワ

ークを通して、他の受講生と意見の交׵・共有をする。毎回の授業終了前に小テストを行い、理解度について確認し、次の回の授業冒頭で補足説明を行う。

授業目標：
⚑．異文化の視点で自文化を捉えることができる。
⚒．異文化の視点を日常生活、具体的な実践に応用できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布資料

参考文献：
そのつど紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、最終テスト（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
各種情報や様々な現象を批判的に読み解く力をつけ、自らの思考を展開できるトレーニングをしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1・2 中౦世界：文明の交差点としてのオリエント（౦洋）について学び、現在メデ
ィアで報道されるイメージとの違いを理解する

事前：高校世界史を振り返る
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

3 アラビアンナイトの成立：「アラビアンナイト」の形成過程について学ぶ。 事前：ディズニー映画
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

4 アラビアンナイトの࠶発見：18世紀ヨーロッパでの຋༁本人気について学ぶ 事前：イメージ
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

5 ຋༁の問題：௒༁、ޡ༁について学ぶ 事前：຋༁経験
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

6 オリエンタリズム批評：エドワード・サイードの「オリエンタリズム」批判の
論点を学ぶ。オリエンタリズム

事前：中౦のイメージ
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

7 物語と視覚 事前：メディア利用
事後：復習

視聴 60分、ディスカッション
20分、記述 10分

8 物語と文化 事前：読書
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

9 ヴェールの着用、ひげを例に、身体の文化的側面、ҥ૷の記߸論について学
ぶ。

事前：ヴェール，ひげ
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

10 身体技法：身体の使い方、あり方の文化的多様性を、「身体技法」、「プロクセ
ミックス」から学ぶ。

事前：クセの意識化
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

11 ジャポニスム 事前：伝統
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

12 グローバリズム 事前：ファーストフード
事後：復習

講義 60分、質疑応答 20分、小
テスト 10分

13 まとめ：授業全体を振り返り、異文化の視点についての理解を深める。 事前：ノート整理
事後：テスト準備

講義 60分、質疑応答 20分、記
述 10分

14・15 授業全体の理解度を最終テストで確認する．テスト結果、今後の学習に向け
た提案を行う。

事前：テスト準備
事後：振り返り 講義 30分，テスト 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ҟ文化論Ｂ（Cross Culture Theory B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ઒ఴ 裕子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他 高校レベルの஍理、世界史の知識。Google Classroomར用。

授業概要：
本授業は、異文化理解に必要な視点、概念、理論として、オリエンタリズム批判、身体技法、グローバリズム、ジャポニスム、について学ぶ。毎回の授

業終了前に小テストを行い、理解度について確認し、次の回の授業冒頭で補足説明を行う。

授業目標：
⚑．異文化を理解に必要な視点、概念、理論を理解する。
⚒．異文化の視点を、身の周りの具体的な現象の解釈に応用できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
①『はじめてのインターンシップ』（アルテスパブリッシング）
②『思考法図鑑』（翔泳社）

参考文献：
①『内定獲得のメソッド インターンシップ』（マイナビ）
②『過去問で஁える地頭力外資系コンサルの面接試験問題』（౦洋経済新報社）
③『きみはスゴイぜ！ 一生使える「自信」をつくる本』（ඈௗ新社)

成績評価の方法、評価基準：
実習（60％）、事前事後の活動（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
プレ社会人としてのモラルを求めるので、⚑回目は必ず出席すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 インターンシップ履修オリエンテーション 事前：
事後：配布資料の見直し 講義

2 働くってどんなこと？
グループワークにてディスカッションを行いまとめた内容を発表。

事前：精読（9-26）
事後：働く意味を理解した上で志について事前準備 講義・演習

3 志を考える（発表） 事前：志の準備
事後：見直し 講義・演習

4 インターンシップって何？
グループワークにてディスカッションを行いまとめた内容を発表。

事前：精読（39-52)
事後：状況を調べる 講義

5 なぜ企業はインターンを受け入れるのか？
インターンシップ状況を調べ、発表する。

事前：精読（53-68）
事後：状況を調べる 講義

6 自分の希望と時期を考える 事前：希望企業等準備
事後：希望を࠶考する 演習

7 業界研究・企業研究（発表） 事前：希望企業等準備
事後：調査応ื準備 演習

8 企業人としての心構え 面接練習 事前：面接準備
事後：振り返り 演習

9 社会人になるためのマナー 事前：精読（87-104）
事後：振り返り 講義・演習

10 提出書類の作成（履歴書） 事前：履歴書準備
事後：見直し 講義・演習

11 提出書類の作成（自己紹介発表） 事前：資料準備
事後：振り返り 講義・演習

12 インターンシップ計画、実施 事前：研修の準備
事後：研修報告書 演習

13 インターンシップ計画、実施 事前：研修の準備
事後：研修報告書 演習

14 インターンシップ計画、実施 事前：研修の準備
事後：研修報告書 演習

15 インターンシップ報告（発表） 事前：研修報告書の仕上げ
事後：報告会の反省 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) インλーンγοϓ（Internship） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 鈴木 秀顕

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 。Ճ必ਢࢀインλーンγοϓの͏ߦ業౳がا

授業概要：
実習先の受け入れ人数に合わせて、履修人数を制限することがある。授業で、企業での業務実施の前に必要な知識やマナー、企業研究ならびに提出書類

の書き方を習得する。就職活動と同じように自分の希望する業種や企業選びなどを行う。

授業目標：
初回の授業で社会人になるために必要なことを学び、7月までにインターンシップを実施する。実体験することにより、目標を持つことの大切さ、それを

達成するための過程、確認と検証、新たな目標の作成を学び、就職活動に役立てる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
指定しない

参考文献：
講義内で指示する

成績評価の方法、評価基準：
演習課題・レポート等（100％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業に必ず出席する。疑問点は授業中に質問して解ফすることを心ֻけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明、人工知能AI概説
この授業の目標、実施方法、内容等について説明する

事前：シラバスを読む
事後：資料を復習する 講義

2 人工知能の歴史と論理的な思考法：人工知能の歴史と人工知能の技術を理解す
る上で必要となる論理的な思考法について

事前：前回の資料を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

3 AI技術⚑
機ց学習の分類、基本的な考え方、評価指標等について学ぶ

事前：前回の資料を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

4 AI技術⚒
予測を目的とした機ց学習の手法と適用事例について学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義30分
演習60分

5 AI技術⚓
分類を目的とした機ց学習の手法と適用事例について学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義30分
演習60分

6 AI技術⚔：ニューラルネットワークˍディープラーニング、及び教師なし機ց
学習の手法と適用事例について学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義30分
演習60分

7 AI技術⚕
AIツールにより機ց学習による判別モデルを作成、評価する

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

8 AI技術⚖
AIツールにより機ց学習による判別モデルを作成、評価する

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

9 AI技術⚗
生成AIの歴史と自然言語処理と関連技術の進化について学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

10 AI戦略の取り組み概要：国内におけるAI技術への取り組み概要とAI利活用ガ
イドラインについて学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

11 人工知能技術の活用⚑
生成AI（ChatGPT、他各種ツール）の活用法を学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義30分
演習60分

12 人工知能技術の活用⚒
生成AI（ChatGPT、他各種ツール）の活用法を学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義30分
演習60分

13 人工知能技術の活用⚓
生成AI（ChatGPT，他各種ツール）の活用法を学ぶ

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義30分
演習60分

14 人工知能のビジネス活用事例と課題⚑：AI技術が実૷された対象のインパクト
とリスク、課題について議論し、まとめる

事前：前回の資料と課題を復習する
事後：プレゼン資料を作成する

講義30分
演習60分

15 人工知能のビジネス活用事例と課題⚒：各自が選定したビジネス活用事例につ
いて検討した結果をプレゼンする

事前：プレゼン資料を作成する
事後：これまでの資料を復習する

講義10分
プレゼン80分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) "*ೖ໳（Introduction to Artificial Intelligence） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ҫ上 ໌໵・山本 美紀

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 コンϐϡーλࣨҎ֎で։講する授業では、ノートパソコンを用意すること

授業概要：
ビッグデータや人工知能（AI）技術の活用領域は急速に拡大しており、ディジタル社会の基礎知識として、データサイエンスやAIに関する知識、技術を

習得することが望まれている。本講義では、人工知能の全体像とその基礎技術、及び生成AIの概要とその活用法を理解した上で、どのような対象に活用さ
れ、またビジネス領域にどのような影響を与えるかを、講義、演習、グループディスカッション、プレゼンテーションを通じて理解する。
授業目標：

人工知能の全体像とその基礎技術、及び生成AIの概要とその活用法を理解することにより、現実の課題への活用法とその効果を理解できる能力、新たな
対象やビジネス領域への適用の可能性を検討できる能力の修得を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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͑

教本：
クジラඈ行（2025）ص『実践力を身につけるPythonの教科書』
ISBN：978-4-839983949

参考文献：
ঠ田津໹೫（2024）『ChatGPTで身につけるPython AIと､目指せプロ級』マイナビ
ISBN：978-483998610-0
その他、必要に応じて授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
学習ポートフォリオ（ミニッツペーパー、演習問題、振り返り等）：60％、小テスト：10％、期末課題：30％で総合評価する。

※学習ポートフォリオは、ルーブリック（評価基準）による自己評価を含む。
学生へのアドバイス：

プログラミング上達のコツは、完成を期待してバグを見つけ、バグを修正すること（対話）を楽しむことです。相手はコンピュータなのですから、コン
ピュータが理解して正しく動作するプログラムを書くことを心がけましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の概要と目的、進め方、評価方法等について説明する。
AI(人工知能)と機ց学習、機ց学習の種類について学ぶ。

事前：シラバスを読む
事後：ミニッツペーパー

アイスブレイク（10分)
講義（80分)

2 Pythonとはどんな言語か、Pythonの開発環境を構築する。
サンプルプログラムを作成し、実行する。

事前：Pythonと開発環境について下調べ
事後：ミニッツペーパー

講義（45分)
演習（45分)

3 Pythonの基礎⑴変数とデータ型について学ぶ。 事前：Chapter 2-2、2-3を読む
事後：演習問題

講義（45分)
演習（45分)

4 Pythonの基礎⑵コレクションについて学ぶ。 事前：Chapter 3-1を読む
事後：演習問題

講義（45分)
演習（45分)

5 Pythonの基礎⑶条件分܁／ذり返しについて学ぶ。 事前：Chapter 2-5、2-6を読む
事後：演習問題

講義（45分)
演習（45分)

6 Pythonの基礎⑷関数について学ぶ。 事前：Chapter 3-4、3-5を読む
事後：演習問題

講義（45分)
演習（45分)

7 Pythonの基礎⑸オブジェクトについて学ぶ。 事前：Chapter 6-1を読む
事後：演習問題

講義（45分)
演習（45分)

8 Pythonの基礎⑹モジュールとパッケージについて学ぶ。 事前：Chapter 4-1、4-2を読む
事後：演習問題

講義・演習（60分)
小テスト（30分)

9 Pythonの基礎ᾍファイルの読み書きについて学ぶ。 事前：Chapter 4-3を読む
事後：演習問題

講義（45分)
演習（45分)

10 Pythonによる機ց学習⑴機ց学習の準備・手順について学ぶ。 事前：Chapter 5-4を読む
事後：期末課題

講義（45分)
演習（45分)

11 Pythonによる機ց学習⑵教師あり学習について学ぶ。 事前：配布資料を読む
事後：期末課題

講義（30分)
演習（60分)

12 Pythonによる機ց学習⑶教師なし学習について学ぶ。 事前：配布資料を読む
事後：期末課題

講義（30分)
演習（60分)

13 Pythonによる機ց学習⑷データベースのૢ作について学ぶ。 事前：Chapter 5-1を読む
事後：期末課題

講義（30分)
演習（60分)

14 Pythonによる機ց学習⑸Webプログラミングについて学ぶ。 事前：Chapter5-2を読む
事後：期末課題を完成させ、期限までに提出する

講義（30分)
演習（60分)

15 まとめと学びの振り返りを行う。
注目されているAIの技術についてトピックを紹介する。

事前：学習ポートフォリオを整理する
事後：学びの振り返りを行う

講義（60分)
グループワーク（30分)

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) "*ϓϩάラϛンάⅠ（AI ProgrammingⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 山本 美紀

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。

授業概要：
この授業では、人工知能（AI：Artificial Intelligence）の歴史的背景を踏まえ、近年、AIプログラミングの開発で最も広く使用されているPython言語の

基礎知識を学び、AIで代表される機ց学習モデルの構築手法を習得します。また、実践的なプログラミングの体験を通して、プログラミング的思考力の向
上を目指します。
授業目標：

①AI(人工知能)と機ց学習の種類について説明できる。
②Pythonを用いて基本的なアルゴリズムのプログラミングができる。
③機ց学習の仕組みを理解し、問題解決のためのプログラミングができる。
④プログラムで、データベースをૢ作することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
課題提出（40％）、期末プロジェクト発表（40％）、授業への参加態度（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
認証技術の基礎知識（定義）を事前に調べること。課題で授業の内容をもう一度理解して確認すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、AIプログラミングの基礎：授業の概要、目的、進め方、評
価方法、Pythonとライブラリ基礎の復習

事前：シラバスの確認
事後：AIプログラミングを調べる 講義40分、演習50分

2 機ց学習の基礎理論：機ց学習と教師あり学習・教師なし学習・ڧ化学
習の概要

事前：プログラミングの開発環境の下調べ
事後：練習問題 講義40分、演習50分

3 データ前処理：データのクリーニング、欠損஋処理、特徴量エンジニア
リング

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

4 回ؼモデルの実૷(Linear Regression)：ઢ形回ؼモデルの理論と実૷、
実データを用いた予測

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

5 分類モデルの実૷(Logistic Regression）：ロジスティック回ؼモデルの
理論と実૷、評価指標(正解཰、ࠞ同行ྻ）

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

6 決定木とランダムフォレスト：決定木のアルゴリズムとランダムフォ
レストの紹介、Pythonでの実૷と評価

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

7 サポートベクターマシン(SVM）：SVMの理論とカーネル法、実૷とハ
イパーパラメータの調整

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

8 教師なし学習：クラスタリング：,-means法と階層的クラスタリング、
Pythonによるデータのグループ化

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

9 ニューラルネットワークの基礎：パーセプトロンと多層ニューラルネ
ットワーク

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

10 ディープラーニング⑴：৞み込みニューラルネットワーク(CNN)の理
論、画像分類の実૷

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

11 ディープラーニング⑵：ؼ࠶型ニューラルネットワーク(RNN)と
LSTMの紹介、時系ྻデータ処理

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

12 自然言語処理(NLP）：トークナイズ、Word2Vec、BERTの概要、؆単
なテキスト分類タスクの実૷

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

13 モデルの評価とチューニング：モデルの過学習とその対策(正則化、ド
ロップアウト）、ハイパーパラメータチューニング

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

14 実践プロジェクト：各自のテーマに基づくAIモデルの構築、データの
収集、前処理、モデルの学習と評価

事前：課題復習と配布資料を読む
事後：練習問題 講義40分、演習50分

15 最終発表・振り返り：各自のプロジェクト発表とディスカッションを
授業の総括と今後の学習方法のアドバイス。

事前：全資料を下読みする
事後：学びの振り返りを行う

講義20分
ディスカッション70分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) "*ϓϩάラϛンάⅡ（AI ProgrammingⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ۚ 宰Ү

履 修 条 件
前提科目 AIೖ໳、AIϓϩάラϛンάᶗ

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。

授業概要：
この授業では、AIプログラミング技術の習得に必要な知識や概念について、例題を用いながら説明する。その後、演習において関連するプログラムを多

数作成することによって、AIプログラミングスキルの習得を目指す。また、AI全般や最新の技術についても紹介し、人工知能全般に関する知識を深める。

授業目標：
Pythonを用いて、モジュールのインポートについて学び、ライブラリを活用したプログラムを書けるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Four Corners 1 (Cambridge)

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）並びに試験期間中の英語テストによる評価（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
英語で話すことに自信を持てるようネイティブ講師が指導します。積極的に英語で話すことを܁り返していけば、やがて英語に慣れ਌しめるようになり

ます。؆単な表現で伝わる英語を学びましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 1：New friends（自己紹介や初対面時のѫࡰ、会話の中でのbe動詞の使い方）、
グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：ѫࡰ表現の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

2 Unit 1：New friends（仕事や都市名について話す、YesとNoで答える質問文及び応
答文）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：職業の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

3 Unit 2：People and places（国੶や出身地について話す、場所をਘねる疑問文の会話）、
グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：国名の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

4 Unit 2：People and places（電話൪߸を正しく伝える、電話൪߸やメールアドレスを
ਘねる表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：数字の発音を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

5 Unit 2：People and places（家族と数字の説明、Who～やHow old～を使った疑問文
の会話）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：家族の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

6 Unit 3：What’s that （身近な物について話す、aとanの使い分け、複数形を使った会
話）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：身近な物の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

7 Unit 3：What’s that （服૷や色について話す、所有代名詞を使った会話）グループワ
ーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：服૷や色の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

8 Unit 4：Daily life（電ं、バスなどҠ動手段について話す、時間についてਘねる会話）、
グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：場所と時の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

9 Unit 4：Daily life（毎日のスケジュールについて話すYesとNoで答える質問文）、グ
ループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：予定の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

10 Unit 5：Free time（メールや音楽などの習慣について話す、ස度について話す表現）、
グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：ස度の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

11 Unit 5：Free time（ങい物の表現について話す、஋段をਘねる表現）、グループワー
ク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：ങい物時の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

12 Unit 5：Free time（自由時間の使い方についてਘねる、What, Who, Whenなどを使っ
た疑問文）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：定型質問文を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

13 Unit 6：Work and play（多様な職業名について話す、Whatなどの疑問文にdoesを加
えた表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：職業名の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

14 Unit 6：Work and play（できること、できないことについて話す、Canを使って能力
についてਘねる）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：能力の表現を確認する

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

15 Unit 6：Work and play（できること、できないことについて話す、様々な職業につい
て話す）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：仕事関連表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅰ（English Ⅰ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 05C

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ネイティブ講師が担当します。各項目で重要表現の説明を最小限に行い、場面別の発話を܁り返すことで、学生が能動的に英語での発話に参加できるよ

うに促します。ѫࡰから始め、身の回りの物や国੶、数字、色などの英語の基本表現力を身につけます。

授業目標：
①英語での؆単なѫࡰや自己紹介ができる②英会話の中で使われる最低限必要な英文法を理解する③英語で質問された際に自信を持って応対ができる。

④単語と定型表現の学習により、英語でのコミュニケーション能力を向上させる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Robert Hickling ӓ૔美里『English First basic 大学英語の総合的アプローチ：

基礎編』（ۚ੕堂、2020年）、￥1,900。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）並びに授業内評価（授業参加状況、英単語クイズ、小テスト、定期試験、50％）を総合して評価し

ます。
学生へのアドバイス：

授業では、中学・高校英語の基礎的能力を࠶確認し、復習します。高校で使用した英語文法書をย手に復習すれば、より正確に基礎を定着させることが
できます。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：授業の進め方、事前・事後学習
の方法についての説明、自己紹介

事前：特になし
事後：授業の復習 講義・対話

2 Unit 1：Welcome to Japan 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

3 Unit 1：Welcome to Japan 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

4 Unit 2：That Sounds Like Fun 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

5 Unit 2：That Sounds Like Fun 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

6 Unit 3：We Leave on Friday Morning 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

7 Unit 3：We Leave on Friday Morning 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

8 Unit 4：You ,now a Lot About Trains 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

9 Unit 4：You ,now a Lot About Trains 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

10 Unit 5：I Didn’t Want to Leave 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

11 Unit 5：I Didn’t Want to Leave 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

12 Unit 6：You’re Working Late 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

13 Unit 6：You’re Working Late 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

14 Unit 7：I’m Sure He’ll Understand 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

15 Unit 7：I’m Sure He’ll Understand 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義 10分､リスニング 15分､リーディング 30分､
グラマーチェック 15分､質疑応答 20分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅰ（English Ⅰ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ຤次 ढ़之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
中学・高校の基礎的英語をڧ化、補足します。文法の基礎、初歩リスニング、ライティングを通じて、総合的英語能力のアップを図ります。

授業目標：
⚑．英文法、語彙、リスニング、ライティングの基礎学力を向上させる。
⚒．平қな英語を正確に読み取り、身近な事柄について表現できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 1 Welcome to Our Home pp.11-13
現在時制（be動詞と一般動詞）

事前：p.12
事後：p.13

タスク実践
練習問題

2 Unit 1 Welcome to Our Home pp.14-16
現在時制（be動詞と一般動詞）

事前：p.12
事後：p.16

タスク実践
練習問題

3 Unit 2 Alex Goes Shopping pp.17-19
名詞（可算名詞と不可算名詞）

事前：p.18
事後：p.19

タスク実践
練習問題

4 Unit 2 Alex Goes Shopping pp.20-22
名詞（可算名詞と不可算名詞）

事前：p.18
事後：p.22

タスク実践
練習問題

5 Unit 3 Dining Manners and Customs pp.23-25.
過去時制（be動詞と一般動詞）

事前：p.24
事後：p.25

タスク実践
練習問題

6 Unit 3 Dining Manners and Customs pp.26-28
過去時制（be動詞と一般動詞）

事前：p.24
事後：p.28

タスク実践
練習問題

7 Unit 4 Human relations pp.29-31
代名詞

事前：p.30
事後：p.31

タスク実践
練習問題

8 Unit 4 Human relations pp.32-34
代名詞

事前：p.30
事後：p.34

タスク実践
練習問題

9 Unit 5 Celebrations, Holidays and Fun Traditions pp.35-37
WH疑問文

事前：p.36
事後：p.37

タスク実践
練習問題

10 Unit 5 Celebrations, Holidays and Fun Traditions pp.38-40
WH疑問文

事前：p.36
事後：p.40

タスク実践
練習問題

11 Unit 6 Getting Around pp.41-43
前置詞（場所を表す前置詞と時を表す前置詞）

事前：p.42
事後：p.43

タスク実践
練習問題

12 Unit 6 Getting Around pp.44-46
前置詞（場所を表す前置詞と時を表す前置詞）

事前：p.42
事後：p.46

タスク実践
練習問題

13 Unit 7 Television pp.47-49
助動詞

事前：p.48
事後：p.49

タスク実践
練習問題

14 Unit 7 Television pp.50-52
助動詞

事前：p.48
事後：p.52

タスク実践
練習問題

15 Unit 8 Sports and Leisure pp.53-55
未来時制（will とbe going to）

事前：p.54
事後：p.55

タスク実践
練習問題

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅰ（English Ⅰ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
学校文法の確認と同時に、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの基礎力ڧ化を目的とするテクストを用います。学生が英語を使う

機会をできるだけ多くするために、ペア・ワーク、グループ・ワーク、ήームなどを取り入れます。

授業目標：
英語コミュニケーションの基礎レベル、Common European Framework of Reference A2に達することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
English Across Borders R. Hickling (ۚ੕堂)
￥2,400＋税 ISBN978-4-7647-4238-3

参考文献：
How English Works
M. Swan, & C. Walter（Oxford Univ. Press）

成績評価の方法、評価基準：
タスク参加状況（25％）、定期試験（25％）、英語統一試験（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業毎に実施するタスクを平常点として評価の対象にしますので、授業を休まないようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
Four Corners 1（Cambridge）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）並びに試験期間中の英語テストによる評価（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
英語で話すことに自信を持てるようネイティブ講師が指導します。積極的に英語で話すことを܁り返していけば、やがて英語に慣れ਌しめるようになり

ます。؆単な表現で伝わる英語を学びましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅱ（English Ⅱ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 05C

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ネイティブ講師が担当し、各項目で必要な表現の説明を最小限に行い、使える表現の発話を܁り返すことで、生徒が能動的に英語での発話に参加できる

ように促します。৯事や道案内などの会話表現及び過去形、進行形などの英語文法の基本表現を学びます。

授業目標：
①英語での؆単なѫࡰや自己紹介ができる②英会話の中で使われる最低限必要な英文法を理解する③英語で質問された際に自信を持って応対ができる。

④単語と定型表現の学習により、英語でのコミュニケーション能力を向上させる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 7：Food（৯べ物とその量について話す、someとany【可算名詞と不可算名詞】
の使い分け）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：৯べ物の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

2 Unit 7：Food（料理とස度について話す、毎日、ि⚑回などのස度について話す）、
グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：ස度の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

3 Unit 8：In the neighborhood（道案内の表現を覚える、会話の中での場所の前置詞の
使い分け表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：場所の前置詞を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

4 Unit 8：In the neighborhood（観光施設の場所をਘねる、Turn left/ࠨにۂがる等の表
現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：道案内の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

5 Unit 8：In the neighborhood（道案内の情報をਘねる、There is/areを使った表現）、
グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：場所や時刻の確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

6 Unit 9：What’s are you doing （動作表現の動詞を覚える、ingを使った現在進行形の
表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：前置詞の使い方を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

7 Unit 9：What’s are you doing （興味のあることについての表現、疑問詞を使い現在
進行形でਘねる）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：近況表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

8 Unit 10：Past experiences（過去の出来事について話す、規則動詞の過去形を使った
表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：過去形の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

9 Unit 10：Past experiences（不規則動詞を使い出来事を説明する、不規則動詞の過去
形を使った表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：不規則動詞の確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

10 Unit 11：Getting away（感情表現について話す、be動詞の過去形を使った表現）、グ
ループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：感情表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

11 Unit 11：Getting away（ナチュラルに会話をつなげる、いいこと、ѱいことについて
の表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：日常会話の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

12 Unit 11：Getting away（休Ջ時の表現について話す、Whereなどの質問文の過去形
の表現）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：休Ջ時の表現を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

13 Unit 12：Time to celebrate（数詞と未来について話す、Be going toとYes/Noを使っ
た文）、グループワーク。

事前：語彙・発音を調べる
事後：数詞の語彙を確認

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

14 Unit 12：Time to celebrate（パーティーの計画について話す、疑問文で現在進行形を
使って話す）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：未来の表現を確認する

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分

15 Unit 12：Time to celebrate（世界各国の誕生日について話す、ॕ いに関することを話
す）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：ॕいの表現を確認する

講義 40分、会話 30分､
ディスカッション 20分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：授業の進め方、事前・事後学習の方
法についての説明、自己紹介

事前：特になし
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

2 Unit 8：I’ll Remember That 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

3 Unit 8：I’ll Remember That 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

4 Unit 9：Hiro Forgot 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

5 Unit 9：Hiro Forgot 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

6 Unit 10：How Have You Been 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

7 Unit 10：How Have You Been 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

8 Unit 11：While They’re Here 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

9 Unit 11：While They’re Here 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

10 Unit 12：How Was Tennis 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

11 Unit 12：How Was Tennis 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

12 Unit 13：What Do you Mean 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

13 Unit 13：What Do you Mean 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

14 Unit 14：Well, What Are You Wating For 1 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

15 Unit 14：Well, What Are You Wating For 2 事前：単語調べ、リーディング練習
事後：授業の復習

講義10分、リスニング15分、リーディング30分、
グラマーチェック15分、質疑応答20分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅱ（English Ⅱ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ຤次 ढ़之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
時事英語を扱う教科書を使い、ビジネス、文化、環境、社会、科学、ファッションなどのテーマでニュース記事を読みます。英文記事を用いて、リスニ

ング、グラマーチェック、日本語༁などを行います。ニュース記事を読むことによって、語彙力のアップにもつながります。

授業目標：
⚑．ニュース英語にふれ、表現に慣れる。
⚒．英文記事からさまざまなテーマを通じて世界の動向を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
Robert Hickling ӓ૔美里『English First basic 大学英語の総合的アプローチ：

基礎編』（ۚ੕堂、2020年）、￥1,900。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）ならびに授業内評価（授業参加状況、英単語クイズ、小テスト、定期試験、50％）を総合して評価

します。
学生へのアドバイス：

日常的に、新聞やニュースに৮れておくことをおનめします。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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教本：
English Across Borders R. Hickling (ۚ੕堂)
￥2,400＋税 ISBN978-4-7647-4238-3

参考文献：
How English Works
M. Swan, & C. Walter（Oxford Univ. Press）

成績評価の方法、評価基準：
タスク参加状況（25％）、定期試験（25％）、英語統一試験（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業毎に実施するタスクを平常点として評価の対象にしますので、授業を休まないようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 8 Sports and Leisure pp.56-58
未来時制（willとbe going to）

事前：p.54
事後：p.58

タスク実践
練習問題

2 Unit 9 Nature and the Environment pp.59-61
進行形（現在進行形と過去進行形）

事前：p.60
事後：p.61

タスク実践
練習問題

3 Unit 9 Nature and the Environment pp.62-64
進行形（現在進行形と過去進行形）

事前：p.60
事後：p.64

タスク実践
練習問題

4 Unit 10 Student Life pp.65-67
比較級と最上級

事前：p.66
事後：p.67

タスク実践
練習問題

5 Unit 10 Student Life pp.68-70
比較級と最上級

事前：p.66
事後：p.70

タスク実践
練習問題

6 Unit 11 City Scenes pp.71-73
現在完了形

事前：p.72
事後：p.73

タスク実践
練習問題

7 Unit 11 City Scenes pp.71-73
現在完了形

事前：p.72
事後：p.76

タスク実践
練習問題

8 Unit 12 Seasons pp.77-79
不定詞と動名詞

事前：p.78
事後：p.79

タスク実践
練習問題

9 Unit 12 Seasons pp.80-82
不定詞と動名詞

事前：p.78
事後：p.82

タスク実践
練習問題

10 Unit 13 Communication : Words and Actions pp.83-85
接続詞（等位接続詞と従属接続詞）

事前：p.84
事後：p.85

タスク実践
練習問題

11 Unit 13 Communication : Words and Actions pp.86-88
接続詞（等位接続詞と従属接続詞）

事前：p.84
事後：p.88

タスク実践
練習問題

12 Unit 14 Jobs and the Workplace pp.89-91
受動態

事前：p.90
事後：p.91

タスク実践
練習問題

13 Unit 14 Jobs and the Workplace pp.89-91
受動態

事前：p.90
事後：p.94

タスク実践
練習問題

14 Unit 15 Gift Giving and Goodbyes pp.95-97
関係詞

事前：p.96
事後：p.97

タスク実践
練習問題

15 Unit 15 Gift Giving and Goodbyes pp.98-100
関係詞

事前：p.96
事後：p.100

タスク実践
練習問題

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅱ（English Ⅱ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
学校文法の確認と同時に、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの基礎力ڧ化を目的とするテクストを用います。学生が英語を使う

機会をできるだけ多くするために、ペア・ワーク、グループ・ワーク、ήームなどを取り入れます。

授業目標：
英語コミュニケーションの基礎レベル、Common European Framework of Referance A2に到達することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方と評価方法についての説明
自己紹介

事前：シラバスを読む
事後：授業の復習

解説 30分、writing 40分、
発表 20分

2 Unit 1 Welcome to Our Home 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

3 Unit 1 Welcome to Our Home 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

4 Unit 2 Alex Goes Shopping 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

5 Unit 2 Alex Goes Shopping 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

6 Unit 3 Dining Manners and Customs 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

7 Unit 3 Dining Manners and Customs 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

8 Unit 4 Human Relations 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

9 Unit 4 Human Relations 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

10 Unit 5 Celebrations, Holidays and Fun Traditions 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

11 Unit 5 Celebrations, Holidays and Fun Traditions 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

12 Unit 6 Getting Around 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

13 Unit 6 Getting Around 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

14 Unit 7 Television 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

15 Unit 7 Television 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分、
読解 20分、writing 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅲ（English Ⅲ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 Ѩ෦ 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英語Ⅰ・Ⅱで学習した英語力のさらなる向上と、英語の学習を通して異文化への理解を図ります。テキストの各Ϣニットは基礎的な文法事項と文化的テ

ーマを中心に展開します。授業では毎回য点をߜって英文法の基本的なルールやフォームを࠶確認し、英語の定着と共に文化の違いがもたらす影響力につ
いて考えていきます。
授業目標：
①語彙を増やし、文法・語法を確認し、英語の⚔技能をڧ化します。
②日常生活レベルの身近な異文化に৮れることで、文化と人々の関係について考える習慣を養います。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
初回の授業で案内します。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
担当教員の評価（50％）、英語統一テストの結果（50％）で評価します。
担当教員の評価方法は授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
多くの機会を利用して、英語に৮れるように౒めてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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教本：
Four Corners 2（Cambridge）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）並びに試験期間中の英語テストによる評価（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
英語で話すことに自信を持てるようネイティブ講師が指導します。積極的に英語で話すことを܁り返していけば、やがて英語に慣れ਌しめるようになり

ます。؆単な表現で伝わる英語を学びましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 1：My interests（自己紹介や初対面時のѫࡰ、会話の中でのbe動詞の使い方）、
グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：ѫࡰ表現の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

2 Unit 1：My interests（スポーツについて話す、会話の中での動詞の過去形の使い方）、
グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：スポーツの語彙

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

3 Unit 2：Descriptions（人物描写、What…like を使った会話）、グループワーク 事前：語彙・発音を調べる
事後：国名の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

4 Unit 2：Descriptions（分からないことを確かめる、質問に答える表現）、グループワ
ーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：heとsheの発音

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

5 Unit 2：Descriptions（容姿の説明、What…look like を使った会話）、グループワーク 事前：語彙・発音を調べる
事後：家族の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

6 Unit 3：Rain or shine（ఱ気について話す、会話の中での副詞の使い方）、グループワ
ーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：身近な物の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

7 Unit 3：Rain or shine（室内でのアクティビティについて話す、Would you like todo 
を使った会話）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：服૷や色の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

8 Unit 4：Life at home（家の中の物について話す、Howmany/much…を使った会話）、
グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：場所と時の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

9 Unit 4：Life at home（家の中での動作について話す、૟আなどについて話す）、グル
ープワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：予定の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

10 Unit 5：Health（身体について話す、動作について話す）、グループワーク 事前：語彙・発音を調べる
事後：ස度の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

11 Unit 5：Health（体調について話す、病Ӄで体調を伝える会話）、グループワーク 事前：語彙・発音を調べる
事後：ങい物時の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

12 Unit 5：Health（健康についての習慣について話す、Howoften… を使った会話）、グ
ループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：定型質問文を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

13 Unit 6：What’s on TV （テレビ൪組を説明する、hope to…、want to…などを使った
会話）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：職業名の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

14 Unit 6：What’s on TV （テレビについて話す、会話の中での現在進行形の使い方）、
グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：能力の表現を確認する

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

15 Unit 6：What’s on TV （テレビ൪組について話す、好きな൪組を説明する）、グルー
プワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：TV൪組の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 � 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅲ（English Ⅲ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 05C

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ネイティブ講師が担当します。各項目で重要表現の説明を最小限に行い、場面別の発話を܁り返すことで、学生が能動的に英語での発話に参加できるよ

うに促します。趣味、スポーツ、ఱ気、体調、テレビ൪組などについての英語応用表現力を身につけます。

授業目標：
①英語でのѫࡰや自己紹介ができる②英会話の中で必要な各種話題に、؆単な英語で対応できる会話力を身につける③相手にਘねたり、質問に答えたり

するなど、応用表現力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Positi┺e ┗te┴s to The T┓E┍C L⓪┖ Test
M. Honda & A. ,onai ۚ੕堂 ￥2,500＋税
ISBN978-4-7647-4230-7

参考文献：
How English works
M. Swan & C. Walter（Oxford Univ. Press）

成績評価の方法、評価基準：
英語統一テスト50％、担当教員による定期試験と平常点50％を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
授業毎にするタスクを平常点として評価の対象にしますので、授業を休まないようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 1 Travel 名詞
pp.16-19

事前：p.16
事後：p.18

タスク 30分
練習問題 60分

2 Unit 1 Travel 名詞
pp.20-23

事前：p.20
事後：p.22

タスク 30分
練習問題 60分

3 Unit 2 Metting 形容詞
pp.24-27

事前：p.24
事後：p.26

タスク 30分
練習問題 60分

4 Unit 2 Metting 形容詞
pp.28-32

事前：p.28
事後：p.30

タスク 30分
練習問題 60分

5 Unit 3 Personnel 副詞 接続詞
pp.33-36

事前：p.33
事後：p.34

タスク 30分
練習問題 60分

6 Unit 3 Personnel 副詞 接続詞
pp.37-41

事前：p.37
事後：p.39

タスク 30分
練習問題 60分

7 Unit 4 Office 代名詞
pp.42-45

事前：p.42
事後：p.43

タスク 30分
練習問題 60分

8 Unit 4 Office 代名詞
pp.46-50

事前：p.46
事後：p.48

タスク 30分
練習問題 60分

9 Unit 5 Eating Out 時制
pp.51-54

事前：p.51
事後：p.52

タスク 30分
練習問題 60分

10 Unit 5 Eating Out 時制
pp.55-58

事前：p.55
事後：p.57

タスク 30分
練習問題 60分

11 Unit 6 Advertisement 態
pp.59-62

事前：p.59
事後：p.60

タスク 30分
練習問題 60分

12 Unit 6 Advertisement 態
pp.63-68

事前：p.63
事後：p.65

タスク 30分
練習問題 60分

13 Unit 7 Review Test 1
pp.69-73

事前：Unit 1-Unit 6 Review
事後：p.72

タスク 30分
練習問題 60分

14 Unit 7 Review Test 2
pp.74-79

事前：Unit 1-Unit 6 Review
事後：p.74

タスク 30分
練習問題 60分

15 Unit 8 Event & Workshop 接続詞
pp.80-83

事前：p.80
事後：p.82

タスク 30分
練習問題 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 �� 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅲ（English Ⅲ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
リ－ディングとリスニングを中心としたTOEICテクストを用いて、文法事項の確認をしながら、様々な分野についてස度の高い語彙と表現を増やすこ

とを目標とします。ペア・ワークやグループワーク、ήームなどを取り入れて英語を楽しく使う時間をできるだけ多くなるようにします。

授業目標：
英語コミュニケーションのレベル、Common European Framework of Reference のB1に達することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 8 Sports and Leisure 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

2 Unit 8 Sports and Leisure 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

3 Unit 9 Nature and the Environment 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

4 Unit 9 Nature and the Environment 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

5 Unit 10 Student Life 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

6 Unit 10 Student Life 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

7 Unit 11 City Scenes 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

8 Unit 11 City Scenes 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

9 Unit 12 Seasons 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

10 Unit 12 Seasons 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

11 Unit 13 Communication : Words and Actions 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

12 Unit 13 Communication : Words and Actions 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

13 Unit 14 Jobs and the Workplace 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

14 Unit 14 Jobs and the Workplace 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

15 Unit 15 Gift Giving and Goodbyes 事前：語彙調べ
事後：授業の復習

文法 30分、会話 20分
読解 20分、writing 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅳ（English Ⅳ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 Ѩ෦ 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英語Ⅰ・Ⅱで学習した英語力のさらなる向上と、英語の学習を通して異文化への理解を図ります。テキストの各Ϣニットは基礎的な文法事項と文化的テ

ーマを中心に展開します。授業では毎回য点をߜって英文法の基本的なルールやフォームを࠶確認し、英語の定着と共に文化の違いがもたらす影響力につ
いて考えていきます。
授業目標：
①語彙を増やし、文法・語法を確認し、英語の4技能をڧ化します。
②日常生活レベルの身近な異文化に৮れることで、文化と人々の関係について考える習慣を養います。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
初回の授業で案内します。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
担当教員の評価（50％）、英語統一テストの結果（50％）で評価します。
担当教員の評価方法は授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
多くの機会を利用して、英語に৮れるように౒めてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。



31

教本：
Four Corners 2（Cambridge）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）並びに試験期間中の英語テストによる評価（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
英語で話すことに自信を持てるようネイティブ講師が指導します。積極的に英語で話すことを܁り返していけば、やがて英語に慣れ਌しめるようになり

ます。؆単な表現で伝わる英語を学びましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅳ（English Ⅳ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 05C

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ネイティブ講師が担当します。各項目で重要表現の説明を最小限に行い、場面別の発話を܁り返すことで、学生が能動的に英語での発話に参加できるよ

うに促します。ങ物、観光地、経歴、৯品などについての英語応用表現力を身につけます。
授業目標：
①英語でのѫࡰや自己紹介ができる②英会話の中で必要な各種話題に、؆単な英語で対応できる会話力を身につける③相手にਘねたり、質問に答えたりす
るなど、応用表現力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 7：Shopping（ܰい、ബいなど物の形状を説明する）、グループワーク 事前：語彙・発音を調べる
事後：形状表現の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

2 Unit 7：Shopping（؆単な஋段交বの会話、enoughの会話の中での使い方）、グルー
プワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：ങ物表現の語彙

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

3 Unit 8：Fun in the city（世界の観光地を説明する、shoudとCanの会話の中での使い
方）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：観光地の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

4 Unit 8：Fun in the city（人にקめたり、おקめを聞いたりする表現）、グループワー
ク

事前：語彙・発音を調べる
事後：ק༠表現の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

5 Unit 8：Fun in the city（都市の特徴を説明する、比較級の最上級を使った会話）、グ
ループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：都市の説明表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

6 Unit 9：People（職業、経歴を説明する、bornを使った表現）、グループワーク 事前：語彙・発音を調べる
事後：経歴表現の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

7 Unit 9：People（確かである、不確かであることを伝える表現、会話の中でpositiveを
使った表現）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：positiveを使った表現

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

8 Unit 9：People（個人の経歴を伝える、過去の出来事を説明する表現）、グループワー
ク

事前：語彙・発音を調べる
事後：経歴表現の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

9 Unit 10：In a restaurant（৯べ物について説明する、会話の中で、a、an、theなどを
使い分ける）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：৯べ物の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

10 Unit 10：In a restaurant（フルーツやドリンクついて説明する、会話の中で完了形を
使い分ける）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：完了形の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

11 Unit 11：Entertaiment（映画のタイプを説明する、会話の中でneither, eitherを使う
表現）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：映画説明の表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

12 Unit 11：Entertaiment（音楽のタイプを説明する、会話の中で most of 、some ofな
どを使い分ける）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：音楽説明の語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

13 Unit 12：Time for a change（目標について話す、Good NewsとBad Newsについて話
す）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：目標を語る語彙を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

14 Unit 12：Time for a change（将来について話す、会話の中で、will、may、migKhtな
どを使って話す）、グループワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：将来の説明表現を確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分

15 Unit 12：Time for a change（将来について話す、インタビュー形式での会話）、グル
ープワーク

事前：語彙・発音を調べる
事後：インタビュー用語確認

講義40分、会話30分､
ディスカッション20分
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教本：
Positi┺e ┗te┴s to The T┓E┍C L⓪┖ Test
M. Honda & A. ,onai ۚ੕堂 ￥2,500＋税
ISBN978-4-7647-4230-7

参考文献：
How English works
M. Swan & C. Walter（Oxford Univ. Press）

成績評価の方法、評価基準：
英語統一テスト50％、担当教員による定期試験と平常点50％を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
授業毎にするタスクを平常点として評価の対象にしますので、授業を休まないようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 8 Event and Workshop 接続詞
pp.84-87

事前：p84
事後：p.86

タスク 30分
練習問題 60分

2 Unit 9 Dauily Life 前置詞
pp.88-91

事前：p.88
事後：p.90

タスク 30分
練習問題 60分

3 Unit 9 Daily Life 前置詞
pp.88-95

事前：p.92
事後：p.94

タスク 30分
練習問題 60分

4 Unit 10 Shopping 前置詞・接続詞・接続副詞
pp.96-99

事前：p.96
事後：p.97

タスク 30分
練習問題 60分

5 Unit 10 Shopping 前置詞・接続詞・接続副詞
pp.100-103

事前：p.100
事後：p.102

タスク 30分
練習問題 60分

6 Unit 11 Entertainment & Going Out 分詞
pp.104-107

事前：p.104
事後：p.105 p.106

タスク 30分
練習問題 60分

7 Unit 11 Entertainment & Going Out 分詞
pp.108-111

事前：p.108
事後：p.110

タスク 30分
練習問題 60分

8 Unit 12 Recruiting 不定詞
pp.112-115

事前：p.112
事後：p.113

タスク 30分
練習問題 60分

9 Unit 12 Recruiting 不定詞
pp.116-120

事前：p.116
事後：p.118

タスク 30分
練習問題 60分

10 Unit 13 Media 動名詞
pp.121-124

事前：p.121
事後：p.123

タスク 30分
練習問題 60分

11 Unit 13 Media 動名詞
pp.125-128

事前：p.125
事後：p.127

タスク 30分
練習問題 60分

12 Unit 14 Finance 関係代名詞
pp.129-133

事前：p.129
事後：p.130

タスク 30分
練習問題 60分

13 Unit 14 Finance 関係代名詞
pp.134-140

事前：p.134
事後：p.136

タスク 30分
練習問題 60分

14 Unit 15 Review Test 1
pp.141-145

事前:Review of Units 8-15
事後：p.145

タスク 30分
練習問題 60分

15 Unit 15 Review Test 2
pp.146-151

事前：Review of Units 8-15
事後：p.148

タスク 30分
練習問題 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語Ⅳ（English Ⅳ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
リ－ディングとリスニングを中心としたTOEICテクストを用いて、文法事項の確認をしながら、様々な分野についてස度の高い語彙と表現を増やすこ

とを目標とします。ペア・ワークやグループワーク、ήームなどを取り入れて英語を楽しく使う時間をできるだけ多くなるようにします。

授業目標：
英語コミュニケーションCommon European Framework of Reference B1に到達することを目標にします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新 えいご・エイゴ・英語学』稲木昭子・堀田知子・ԭ田知子著
松ദ社

参考文献：
授業中に適宜資料を配布及び紹介する。特にBBCNewsなどのインターネット

を用いて無料で学習できる教材をいくつか紹介し、利用報告をしてもらう。
成績評価の方法、評価基準：

期末レポート（80％）、毎回の授業後のレポート等（20％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
よくノートを取るようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introductionを行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

2 音声学について講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

3 音韻論について講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

4 形態論 ⑴ 接ࣙ及び語װについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

5 形態論 ⑵ かばん語などについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

6 形態論 ⑶ その他の形態論について講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

7 統語論 ⑴ 学校文法について講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

8 統語論 ⑵ 構造言語学について講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

9 統語論 ⑶ 変形生成文法などについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

10 統語論 ⑷ コーパス言語学などについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

11 意味論 ⑴ 日本語༁をするにあたってについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

12 意味論 ⑵ 意味の多様性について講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

13 語用論 ⑴ 語用論とは何かについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

14 語用論 ⑵ 実際に語用論を用いて考えるについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

15 形態論・統語論・意味論・語用論の総まとめについて講義を行う。 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 英語学概論Ａ（English Linguistics A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
音声・単語・文法・意味など、様々な観点から英語学について講義する。ひとつひとつのテーマが明確に分かれば、英語学がૂいとしているものが見え

てくると考える。

授業目標：
受講者は英語学的な観点から物事が分析できるようになることを目標とする。英語学とは何かを理解することがテーマである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新 えいご・エイゴ・英語学』稲木昭子・堀田知子・ԭ田知子著
松ദ社

参考文献：
授業中に適宜資料を配布及び紹介する。特に、Dictionary.comなどのインターネッ

トを用いて無料で学習できる教材をいくつか紹介し、実際に利用報告をしてもらう。
成績評価の方法、評価基準：

期末レポート（80％）、毎回の授業の最後のレポート等（20％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
よくノートを取るようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introductionを行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

2 世界の英語について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

3 英語史 ⑴ 古英語について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

4 英語史 ⑵ 中英語について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

5 英語史 ⑶ 近代英語について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

6 英語史 ⑷ 現代英語について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

7 英語の語源について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

8 学生発表⑴を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 演習 90分

9 現代の英語学について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

10 社会言語学について講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

11 学生発表⑵を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 演習 90分

12 コンピュータと英語学 ⑴ BNC corpusについて講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

13 コンピュータと英語学 ⑵ COHA, COCAなどについて講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

14 学生発表 ⑶を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 演習 90分

15 世界の英語・英語史・現代の英語・社会言語学の総まとめについて講義を行う。 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義 90分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 英語学概論Ｂ（English Linguistics B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英語学とは何かということを説明する。そして、その英語学的な視点から物事を分析できるようになる。そのためには、ノートをしっかり取ることが重

要です。

授業目標：
受講者は英語学的な観点から物事が分析できるようになる。英語学概論Ｂでは、特に、英語史に関する内容を理解し、日々の英語学習に生かせるように

することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
適宜、授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
課題およびパフォーマンス（50％）、Speech Test（50％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
たくさんの英語を話してみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction（授業時の注意、成績評価についての確認を行う） 事前：なし
事後：授業内容で英作文 演習 90分

2 Vacation（休Ջについて、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

3 Growing Up（生まれ育ちについて、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

4 Entertainment（ޘ楽、趣味について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

5 Food and Drink（৯べ物、ҿみ物について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

6 Travel and Tourism（ཱྀ行と観光について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

7 Education（教育、教育制度について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

8 総まとめ 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

9 Fashion（ファッション、ҥ類について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

10 Living Abroad（ւ外生活について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

11 Working Life（仕事について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

12 Health（健康について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

13 Changing Times（時代の変遷について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

14 Student Life（学生生活について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

15 Speech Testを行う。 事前：授業内容で英作文
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語εϐーキンάⅠ（English SpeaLing Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、英語をなるべく多く発言してもらうことを目標とする。多くの演習をこなすことを重視する。

授業目標：
⚑．様々な話題について、目的や場面、状況等に応じて英語で話すこと[やり取り・発表]ができる。
⚒．数多くの英語を話すこと
⚓．相手の英語の発音を聞き取れるようになること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
適宜、授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
課題およびパフォーマンス（50％）、Speech Test（50％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
たくさんの英語を話してみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction（授業時の注意、成績評価についての確認を行う） 事前：なし
事後：授業内容で英作文 演習 90分

2 The Arts（芸術について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

3 Shopping（ങい物について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

4 Friends（༑人、਌༑について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

5 Sport（運動、スポーツについて、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

6 Politics（政治問題について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

7 Animals（生物、動物について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

8 総まとめ 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

9 Money Matters（経済、おۚについて、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

10 Cultural Identity（文化について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

11 Family（家族について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

12 Youth Culture（若者文化について、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

13 Dating and Marriage（デート、結ࠗについて、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

14 Crime（൜ࡑについて、英語で話せるようになる） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

15 Speech Testを行う。 事前：授業内容で英作文
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語εϐーキンάⅡ（English SpeaLing Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、英語をなるべく多く発言してもらうことを目標とする。多くの演習をこなすことを重視する。

授業目標：
⚑．様々な話題について、目的や場面、状況等に応じて英語で話すことʦやり取り・発表ʧができる。
⚒．数多くの英語を話すこと
⚓．相手の英語の発音を聞き取れるようになること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。BBC Newsを利用します。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
英語に৮れる時間を作りましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction：授業の進め方と授業概要の説明（説明・質疑応答） 事前：なし
事後：授業概要の復習

演習（説明 45分、質疑応答
45分）

2 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：なし
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

3 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分)

4 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

5 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

6 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

7 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

8 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

9 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

10 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

11 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

12 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

13 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

14 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

15 Summary：重要なポイントの解説と全体のまとめ
（解説・質疑応答）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（解説 45分、質疑応答
45分）

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語通༁Ⅰ（English Translation Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本国内でも外国人と接する機会が増えている。この授業では、実際に想定される場面の会話を想定しつつ、英語通༁の練習を行う。実用初級レベルの

通༁をできるようになることを目標に授業を行う。具体的には、BBC Newsの音声を聞いて、日本語にすることを通して、ஞ次通༁を目指す。

授業目標：
実用初級レベルの通༁をできるようになること、英語ニュースを日本語にできること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。BBC Newsを利用します。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
英語に৮れる時間を作りましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction：授業の進め方と授業概要の説明（説明・質疑応答） 事前：なし
事後：授業概要の復習

演習（説明 45分、質疑応答
45分）

2 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：なし
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

3 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

4 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

5 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

6 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

7 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

8 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

9 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

10 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

11 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

12 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

13 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

14 Conversation（英日・日英ஞ次通༁）Riding a Train
BBC News（英日ஞ次通༁、毎回話題を変えて練習）

事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（ロールプレイ 45分、
英日通༁実践 45分）

15 Summary：重要なポイントの解説と全体のまとめ（解説・質疑応答） 事前：前回内容の復習
事後：今回内容の復習

演習（解説 45分、質疑応答
45分）

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語通༁Ⅱ（English Translation Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本国内でも外国人と接する機会が増えている。この授業では、実際に想定される場面の会話を想定しつつ、英語通༁の練習を行う。実用初級レベルの

通༁をより高い精度で行えるようになることを目標に授業を行う。具体的には、BBC Newsの音声を聞いて、日本語にすることを通して、ஞ次通༁を目指
す。
授業目標：

実用初級レベルの通༁をできるようになること、英語ニュースをより正確に日本語にできること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Present Yourself 1, 2 nd edition（Cambridge出版）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
平常点（60％）、課題およびパフォーマンス（40％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
人前でのプレゼンテーションだけでなく、事前の準備及び学生同士での意見交׵により、自分の意見を英語でいかに伝えたらいいのかを学びます。英語

での発表力及び発信力を身につけるために積極的に授業に参加してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Getting ready（プレゼンの基本事項の確認），Self-Introductions（自己紹介）：プ
レゼンテーションの概要の学習。問題点を検討。

事前：プレゼン語彙を調べる
事後：プレゼン語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

2 Unit 1 A good friend（パーソナリティや興味のあることなどについて話す）：
クラスメートと各自のプロフィールについて話す。

事前：自己紹介の語彙の予習
事後：自己紹介の語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

3 Unit 1 A good friend（パーソナリティや興味のあることなどについて話す）：
興味のあることを相手に説明する。

事前：興味、関心語彙の予習
事後：興味、関心語彙を確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

4 Unit 1 A good friend（プレゼンテーションの始め方、終わり方）：プレゼンの
定型表現を学習する。

事前：プレゼン定型文の予習
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

5 Unit 1 A good friend（アイコンタクト）：効果的なプレゼンテーションのため
のスキルを学習する。

事前：プレゼンスキルの予習
事後：アイコンタクトの確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

6 Unit 1 A good friend（意見交׵、ミニプレゼン）：ブレインストーミングとミ
ニプレゼン、グループワーク問題点を検討。

事前：プレゼン定型文の確認
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

7 Unit 2 A favourite place（好きな場所について話す）：場所を説明する語彙を学
習する。

事前：好きな場所を考える
事後：学習した語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

8 Unit 2 A favourite place（プレゼンテーションの始め方、終わり方）：聴ऺが持
てるように終わる表現を学習する。

事前：導入とకめ表現の予習
事後：కめの表現の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

9 Unit 2 A favourite place（ジェスチャー、ボディーランήージ）：姿勢や手の位
置の良い例とѱい例を学習する。

事前：プレゼンスキルの予習
事後：ジェスチャーの確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

10 Unit 2 A favourite place（意見交׵、ミニプレゼン）：ブレインストーミングと
ミニプレゼン、グループワーク問題点を検討。

事前：プレゼン定型文の確認
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

11 Unit 3 A prize possession（自分のๅ物について話す）：自ຫの物を相手に説明
する。

事前：所有物の説明の予習
事後：所有物の説明の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

12 Unit 3 A prize possession（どのような物なのか説明する）：色、形、模様、大き
さ、材質などを説明する。

事前：物の説明表現の予習
事後：材質などの語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

13 Unit 3 A prize possession（物を見せながら説明する）：相手に興味を持たせな
がら説明する。

事前：Show-and-tellの学習
事後：Show-and-tellの確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

14 Unit 3 A prize possession（意見交׵、ミニプレゼン）：ブレインストーミング
とミニプレゼン、グループワーク問題点を検討。

事前：プレゼン定型文の確認
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

15 Final Presentations（グループワーク、模擬プレゼンテーションと質疑応答） 事前：模擬プレゼンの準備
事後：後期授業の総復習

講義 10分、ディスカッション
20分、発表 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語ϓレθンテーγϣンＡ（English Presentation A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 05C

履 修 条 件
前提科目 。的なεϐーキンάྗがあることをલఏとします。英語εϐーキンάⅠ、Ⅱの履修をਪ঑しますૅج

そ の 他 なし

授業概要：
ネイティブ講師が担当します。英語で伝わるプレゼンテーションスキルを基礎から学びます。プレゼンテーションの基本構成からジェスチャー、アイコ

ンタクトなどの重要スキルをレッスン毎に学習します。ミニプレゼンテーションによる人前での発表や、ブレインストーミングなどグループワークによる
議論を深めることで、能動的な各学生の参加を促します。学生が自分の意見を発信できる能力を高めます。
授業目標：

①身近な話題について自信を持って英語でのプレゼンテーションができるようになる②積極的に授業に参加し、グループワークを通じて、毎ि様々なト
ピックについて、自らの意思を発言したり、相手の意見を聞いてディスカッションしたりできるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Present Yourself 1, 2 nd edition（Cambridge出版）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
平常点（60％）、課題およびパフォーマンス（40％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
人前でのプレゼンテーションだけでなく、事前の準備及び学生同士での意見交׵により、自分の意見を英語でいかに伝えたらいいのかを学びます。英語

での発表力及び発信力を身につけるために積極的に授業に参加してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語ϓレθンテーγϣンＢ（English Presentation B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 05C

履 修 条 件
前提科目 。的なεϐーキンάྗがあることをલఏとします。英語εϐーキンάⅠ、Ⅱの履修をਪ঑しますૅج

そ の 他 なし

授業概要：
ネイティブ講師が担当します。英語で伝わるプレゼンテーションスキルを基礎から学びます。プレゼンテーションの基本構成からジェスチャー、アイコ

ンタクトなどの重要スキルをレッスン毎に学習します。ミニプレゼンテーションによる人前での発表や、ブレインストーミングなどグループワークによる
議論を深めることで、能動的な各学生の参加を促します。学生が自分の意見を発信できる能力を高めます。
授業目標：

①身近な話題について自信を持って英語でのプレゼンテーションができるようになる②積極的に授業に参加し、グループワークを通じて、毎ि様々なト
ピックについて、自らの意思を発言したり、相手の意見を聞いてディスカッションしたりできるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Getting ready（プレゼンの基本事項の確認），Self-Introductions（自己紹介）：プ
レゼンテーションの概要の学習。問題点を検討。

事前：プレゼン語彙を調べる
事後：プレゼン語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

2 Unit 4 Amemorable experience（自分の経験したことを話す）：感動したこと、
。いたことなどを説明するڻ、ろしかったことڪ

事前：感情の語彙を調べる
事後：経験の語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

3 Unit 4 A memorable experience（物事を順ং立てて話す）：連続した場面を順
ং立てて説明する。

事前：物語の説明語彙の予習
事後：順ংの表現を確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

4 Unit 4 Amemorable experience（始め方、終わり方など）：lpass the mikez/効
果的なプレゼンの終わり方

事前：プレゼン定型文の予習
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

5 Unit 4 A memorable experience（声の大きさに注意する）：声の大きさや཈༲
に気をつけて話す。

事前：プレゼンスキルの予習
事後：アイコンタクトの確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

6 Unit 4 Amemorable experience（ミニプレゼン）：ブレインストーミングとミ
ニプレゼン、グループワーク、問題点を検討。

事前：プレゼン定型文の確認
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

7 Unit 5 I’ll show you how（技術や能力について話す）：個人の技術力や࠽能とそ
の有益性について話す。

事前：自分のスキルを考える
事後：スキルの語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

8 Unit 5 I’ll show you how（料理手順を説明する）：動作や変化を順ং立てて説明
する。

事前：動作表現の予習
事後：説明語彙の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

9 Unit 5 I’ll show you how（ジェスチャーを的確に説明する）：動作をしながら、
その動きを説明する。

事前：動作説明表現の予習
事後：ジェスチャーの確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

10 Unit 5 I’ll show you how（意見交׵、ミニプレゼン）：ブレインストーミングと
ミニプレゼン、グループワーク、問題点を検討。

事前：プレゼン定型文の確認
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

11 Unit 6 Screen magic（映画やテレビ൪組について説明する）：画面の情報を説
明する。

事前：映画の説明表現の予習
事後：情報の説明表現の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

12 Unit 6 Screen magic（聴ऺに映画をおקめして終わる）：効果的な終わり方を
学習する。

事前：映画の推঑表現の理解
事後：終わり方の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

13 Unit 6 Screen magic（文の中での཈༲や間を意識して発表する）：効果的な話
し方を学習する。

事前：཈༲と間の効果の理解
事後：཈༲と間の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

14 Unit 6 Screen magic（意見交׵、ミニプレゼン）：ブレインストーミングとミニ
プレゼン、グループワーク、問題点を検討。

事前：プレゼン定型文の確認
事後：プレゼン定型文の確認

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分

15 Final Presentations（グループワーク、模擬プレゼンテーションと質疑応答） 事前：模擬プレゼンの準備
事後：後期授業の総復習

講義 40分、ディスカッション
30分、発表 20分
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教本：
Reading George Eliot’s The ┑ill on the Floss

参考文献：
授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回の講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション（授業の進め方、評価方法などについての説明）
ジョージ・エリオットについての概説

事前：シラバスを読む
事後：授業の復習をする 解説と質疑応答

2 Book First : Boy and Girl
Unit 1 ドールコート水ं場に広がる自然

事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする 解説と質疑応答

3 Unit 1 マギー、ܑのཔみを忘れる
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

4 Unit 2 マギー、൅を切る
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

5 Unit 2 マギー、ジプシーに会う
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

6 Book Second : School-Time
Unit 3 トム、授業でۤಆする

事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

7 Unit 3 ෕とマギー、学校を訪問する
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

8 Unit 4 マギー、フィリップと初めて会う
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

9 Unit 4 マギーとトムの子ども時代が終わる
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

10 Book Third : The Downfall
Unit 5 タリヴァー氏の性格がটいた൵ܶ

事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

11 Unit 5 マギー、෕をかばう
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

12 Unit 6 トムの就職
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

13 Unit 6 タリヴァー氏、トムに復़の੤いを書かせる
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

14 Book Fourth & Book Fifth
Unit 7 ドドススン家における宗教と道徳

事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

15 Unit 7 トマス・ア・ケンピスとの出会いと自己放غ
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 英語文学Ⅰ（English Literature Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ѩ෦ 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
イギリスを代表する作家ジョージ・エリオットの小説、『フロス河൞の水ं場』（The┑ill on the Floss）を取り上げる。テキストは原書から抜粋した英文

をもとに、語彙や英語表現についての設問、内容を理解するための設問、本文に関係するディスカッションから構成されている。テキストを精読しながら、
著者の作品への思いや登場人物の心情を分析し、作品鑑৆を行う。
授業目標：

一年間を通して一人の作家の作品を精読・鑑৆することを通して、読解力を向上させ、多様な英語表現を学ぶことを目標とする。併せて、作家や作品に
ついて、時代的、社会的、文化的背景を学ぶごとによって、多様な文化への理解を深めることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：┒orthanger A┦┦e┽(英ๅ社) 参考文献：
授業中に適宜資料を配布する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 8 マギーの自己放غを批判するフィリップ
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする 解説と質疑応答

2 Unit 8 現実世界で格ಆするトム
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

3 Unit 9 マギーの愛の危うさ
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

4 Unit 9 タリヴァー氏のࢮ
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

5 Book Sixth : The Great Temptation
Unit 10 ルーシーとスティーヴン

事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

6 Unit 10 マギーとスティーヴン
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

7 Unit 11 マギー、トムの下॓を訪ねる
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

8 Unit 11 ෣踏会の໷に
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

9 Unit 12 二人きりのボートで
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

10 Unit 12 別れを決意するマギー
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

11 Book Seventh : The Final Rescue
Unit 13 マギーのؼ宅

事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

12 Unit 13 セント・オッグズの人々のᷚ
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

13 Unit 14 トムとマギーの࠶会
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

14 Unit 14 数年後
事前：作品の下読みをする
事後：授業の復習をする

作品精読 50分、作品解説 20分､
練習問題 20分

15 まとめ
事前：Unit 8 から復習する
事後：授業の復習をする 解説と質疑応答

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 英語文学Ⅱ（English Literature Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ѩ෦ 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
イギリスを代表する作家ジョージ・エリオットの小説、『フロス河൞の水ं場』（The┑ill on the Floss）を取り上げる。テキストは原書から抜粋した英文

をもとに、語彙や英語表現についての設問、内容を理解するための設問、本文に関係するディスカッションから構成されている。テキストを精読しながら、
著者の作品への思いや登場人物の心情を分析し、作品鑑৆を行う。
授業目標：

一年間を通して一人の作家の作品を精読・鑑৆することを通して、読解力を向上させ、多様な英語表現を学ぶことを目標とする。併せて、作家や作品に
ついて、時代的、社会的、文化的背景を学ぶごとによって、多様な文化への理解を深めることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
適宜、授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
課題およびパフォーマンス（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
たくさんの英語を書いてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction（シラバス内容の確認をし、実際に英文を書く） 事前：なし
事後：授業内容で英作文 演習 90分

2 人主語（英語における主語が人である事例について、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

3 無生物主語（英語における主語が物や事柄である事例について、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

4 時制（英語の時制の中でも特に現在形と過去形について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

5 詞ף ⑴（不定ף詞について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

6 詞ף ⑵（定ף詞について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

7 可算名詞（可算名詞について理解し、ף詞との݉ね合いも含めて書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

8 不可算名詞（不可算名詞について理解し、ף詞との݉ね合いも含めて書けるようにす
る）

事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

9 形容詞 ⑴（形容詞が名詞を修০する場合について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

10 形容詞 ⑵（形容詞が主語に対しての補語になる場合について理解し、書けるようにす
る）

事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

11 副詞：（形容詞以外の修০語として、副詞を理解する） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

12 時制の一致（時制の一致について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

13 二つの品詞性（二つの品詞性について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

14 その他、取り扱わなかった文法項目の概観 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

15 総まとめ（内容の概観を行う） 事前：授業内容で英作文
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語ライティンάⅠ（English 8riting Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
様々な話題について、目的や場面、状況等に応じて英語で書くことができるようになることを目的とする。そのため、受講者は英語の文章を授業内外で

書くことになる。

授業目標：
⚑．様々な話題について、目的や場面、状況等に応じて英語で書くことができる。
⚒．複数の領域を統合した言語活動を遂行することができる。
⚓．多くの語彙に৮れ、能動語彙をڧ化する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
適宜、授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
課題およびパフォーマンス（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
たくさんの英語を書いてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction（シラバス内容の確認をし、実際に英文を書く） 事前：なし
事後：授業内容で英作文 演習 90分

2 名詞構文 ⑴（名詞構文の中でも基本的な用法である原因を示す事例を理解し、書ける
ようにする）

事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

3 名詞構文 ⑵（名詞構文の中でも時や条件を表す事例を理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

4 助動詞 ⑴（助動詞の根源的用法について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

5 助動詞 ⑵（助動詞の認識的用法について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

6 不定詞（不定詞の本質について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

7 動名詞（動名詞の本質について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

8 不可算名詞（不可算名詞について理解し、ף詞との݉ね合いも含めて書けるようにす
る）

事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

9 ൱定 ⑴（൱定について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

10 ൱定 ⑵（൱定のなかでも含意൱定や部分൱定の例も含め、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

11 受動態（能動態と受動態の྆方を書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

12 比較（同等比較・比較級・最上級について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

13 代名詞 It（Itについて理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

14 副詞（副詞の種類について理解し、書けるようにする） 事前：授業内容で英作文
事後：授業内容で英作文 演習 90分

15 総まとめ（内容の概観を行う） 事前：授業内容で英作文
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語ライティンάⅡ（English 8riting Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
様々な話題について、目的や場面、状況等に応じて英語で書くことができるようになることを目的とする。そのため、受講者は英語の文章を授業内外で

書くことになる。

授業目標：
⚑．様々な話題について、目的や場面、状況等に応じて英語で書くことができる。
⚒．複数の領域を統合した言語活動を遂行することができる。
⚓．多くの語彙に৮れ、能動語彙をڧ化する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
BBC Newsの音声を用います。

参考文献：
適宜、授業内で紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
英語を何度も聴いてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction, BBC Newsについて 事前：なし
事後：音声の復習 演習 90分

2 主語（BBC Newsの主語の特徴について理解し、聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

3 同格（BBC Newsの主語に対する同格の特徴について理解し、聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

4 動詞（BBC Newsの動詞の特徴について理解し、聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

5 主語と動詞（BBCNewsの主語と動詞の特徴について理解し、聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

6 目的語及び補語（BBC Newsの目的語及び補語の特徴について理解し、聞き取れるよ
うになる）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

7 前置詞（BBC Newsの目的語及び補語の特徴について理解し、聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

8 英検のリスニング（BBC Newsで培ったリスニング力が英検に生かせることを確認す
る）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

9 書き取り（BBC Newsを実際に書き取る） 事前：音声の復習
事後：ディクテーション 演習 90分

10 固有名詞（BBC Newsの固有名詞について理解し、聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

11 イントネーション（英語のイントネーションについて理解し、聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

12 アクセント（英語のアクセントについて理解し、聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

13 ピッチ（英語のピッチについて理解し、聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

14 接続詞（BBC Newsの接続詞について理解し、聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

15 書き取り（BBC Newsを実際に書き取る）および総まとめ 事前：ディクテーション
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語リεχンάⅠ（English ListeningⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業はBBCNewsを聞きます。最初は難しいと思いますが、⚓ϲ月もすれば、自信がついてきます。何度も܁り返すことで、身につきますので、何

度も聞くようにしてください。最終的に英語リスニングの力を高め、英検合格への足がかりとなれば幸いです。

授業目標：
⚑．様々なジャンルや話題の英語を読んで、目的に応じて情報や考えなどを理解することができる。
⚒．その中でも特に、BBC Newsを聞き取れるようになることを目標とする。
⚓．英検準二級程度の英語を聞き取れるようになる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
BBC Newsの音声を用います。

参考文献：
適宜、授業内で紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）で評価します。

学生へのアドバイス：
英語を何度も聴いてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction, BBC Newsについて 事前：なし
事後：音声の復習 演習 90分

2 主語（BBC Newsの主語の特徴について理解し、より聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

3 同格（BBC Newsの主語に対する同格の特徴について理解し、より聞き取れるように
なる）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

4 動詞（BBC Newsの動詞の特徴について理解し、より聞き取れるようになる） 事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

5 主語と動詞（BBC Newsの主語と動詞の特徴について理解し、より聞き取れるように
なる）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

6 目的語及び補語（BBC Newsの目的語及び補語の特徴について理解し、より聞き取れ
るようになる）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

7 前置詞（BBC Newsの目的語及び補語の特徴について理解し、より聞き取れるように
なる）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

8 英検のリスニング（BBC Newsで培ったリスニング力が英検に生かせることを確認す
る）

事前：音声の復習
事後：音声の復習 演習 90分

9 書き取り（BBC Newsを実際に書き取る） 事前：音声の復習
事後：ディクテーション 演習 90分

10 固有名詞（BBC Newsの固有名詞について理解し、より聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

11 イントネーション（英語のイントネーションについて理解し、より聞き取れるように
なる）

事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

12 アクセント（英語のアクセントについて理解し、より聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

13 ピッチ（英語のピッチについて理解し、より聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

14 接続詞（BBC Newsの接続詞について理解し、より聞き取れるようになる） 事前：ディクテーション
事後：ディクテーション 演習 90分

15 書き取り（BBC Newsを実際に書き取る）および総まとめ 事前：ディクテーション
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語リεχンάⅡ（English ListeningⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業はBBCNewsを聞きます。最初は難しいと思いますが、3ϲ月もすれば、自信がついてきます。何度も܁り返すことで、身につきますので、何度

も聞くようにしてください。最終的に英語リスニングの力を高め、英検合格への足がかりとなれば幸いです。

授業目標：
⚑．様々なジャンルや話題の英語を読んで、目的に応じて情報や考えなどを理解することができる。
⚒．その中でも特に、BBC Newsを聞き取れるようになることを目標とする。
⚓．英検二級程度の英語を聞き取れるようになる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
教本は用いませんが、必要に応じてテキストの配布を行います。

成績評価の方法、評価基準：
レポート（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
英語をஸೡに読むようにして下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 英文コーパスについて知る。 事前：なし
事後：英文の予習 演習 90分

2 の部分を精読（内はテキスト中の内容・キーワードを示すހ以下、括）「の࿝人ࡀ85」
する。

事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

3 「オルダーニーڇの反ᢸ」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

4 「ボジニー青年」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

5 「カタツムリ」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

6 「お住まいはどちらですか」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

7 「アイリーニを幸せに」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

8 「30年前にങったワイン」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

9 「ԫۚ時代の詩」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

10 「思いのৎ、ٽかせてあげよう」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

11 「コテージピアノ」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

12 「人を深く愛したことがありますか」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

13 「見た目はԺやか」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

14 総まとめおよび質問受付を行う。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

15 総まとめおよび質問受付を行う。 事前：英文の予習確認
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語リーディンάⅠ（English 3eadingⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英文学を中心に、様々な英文に৮れていく授業です。テキストの予習をڧくすすめます。予習方法は担当より説明を行います。英文学の文章に৮れ、英

語への感性をຏくことを目標としています。

授業目標：
⚑．様々なジャンルや話題の英語を読んで、目的に応じて情報や考えなどを理解することができる。
⚒．英文学作品について、自分なりの考え方を表明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
教本は用いませんが、必要に応じてテキストの配布を行います。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポート（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
英語をஸೡに読むようにして下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 英文コーパスについて知る。 事前：なし
事後：英文の予習 演習 90分

2 「お見せできる一൪の花」（以下、テキスト中の内容・キーワードを示す）の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

3 「あのݘはҾっḬく」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

4 「そのうち、なんとかなるでしょう」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

5 「さて、いくらにしようか？」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

6 「ロンドンへ行く用事」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

7 「スミレの香り」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

8 「充実して過ごす」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

9 「三本か四本か」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

10 「ピアノのレッスン」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

11 「カルメン」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

12 「命」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

13 「⚔時が過ぎていた」の部分を精読する。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

14 総まとめおよび質問受付を行う。 事前：英文の予習確認
事後：英文の予習 演習 90分

15 総まとめおよび質問受付を行う。 事前：英文の予習確認
事後：なし 演習 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語リーディンάⅡ（English 3eadingⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英文学を中心に、様々な英文に৮れていく授業です。テキストの予習をڧくすすめます。予習方法は担当より説明を行います。英文学の文章に৮れ、英

語への感性をຏくことを目標としています。

授業目標：
⚑．受講生は、様々なジャンルの英文を読み、目的に応じて情報や考え方を整理することができる。
⚒．英文学作品について、自分なりの考え方を表明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは授業ごとにプリントを配布する。

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：
定期試験及び平常点を加味する。

学生へのアドバイス：
観光を構成する事柄について全般的に学ぶ授業です。自身の興味の方向を見出すつもりで受講してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。基本的には在席中はいつでも可。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 エコツーリズム論の構造：エコツーリズムの学問的体系
について修得する。

事前：エコツーリズムの意味について理解する。
事後：エコツーリズム論の体系を確認する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

2 エコツーリズムの概念：エコツーリズムの発঵、理念、経
緯等について修得する。

事前： エコツーリズムの歴史的経緯について考究する。
事後：エコツーリズムの理念について整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

3・4
エコツーリズムと施策・法律：エコツーリズム推進法等
関連法規及び国等行政における関連施策の内容について
修得する。

事前：エコツーリズムに関する国の施策を考究する。
事後：政෎エコツーリズムの施策について整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

5
エコツーリズムの分類：エコツーリズムが目指す地域振
興の目的と意義、保護と活用のあり方等によるエコツー
リズムの分類について修得する。

事前：エコツーリズムと地域のあり方について考究する。
事後：自然資源の保護と活用について整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

6・7
԰久島とエコツーリズム：԰久島のエコツーリズムの現
状、԰久島公認ガイドなどエコツーリズムガイドの役割、
制度等について修得する。

事前：地域ガイドの種類について考究する。
事後：エコツーリズムガイドの必要性について整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

8 小ּ原とエコツーリズム：小ּ原におけるエコツーリズ
ムの仕組みとཱྀ行঎品特性等について修得する。

事前：小ּ原の観光の現状について考究する。
事後：自然と観光のあるべき姿について整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

9
ニュージーランドとエコツーリズム：ミルフォードトラ
ックを始めニュージーランドのエコツーリズムの現状、
パッケージ型ཱྀ行঎品の構造について修得する。

事前：ニュージーランドの観光特性について考究する。
事後：パッケージ型ཱྀ行঎品の利点について整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

10
ネパールとエコツーリズム：高地トレッキングなどエコ
ツーリズムの現状、地域開発と環境変化等について修得
する。

事前：ネパールの観光について考究する。
事後：ネパールにおける観光開発の法律を整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

11
エコツーリズムと計画：エコツアー及び受入体制の整備
等エコツーリズム実現のためのプロセス及び計画要素に
ついて修得する。

事前：ʠ計画ʡについて考究する。
事後：エコツーリズム計画のプロセスを整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

12・13 エコツアーとཱྀ行঎品化：エコツアーの種類、実施内容
及び受入体制と地域೾及効果について修得する。

事前：エコツアーのط存঎品について調査する。
事後：エコツアー実施における地域経済効果について整

理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

14
エコツーリズム関連ツアー：ジオ・ツーリズム、里山観光
など自然と人間とのかかわりをテーマとしたツアーの検
証により、エコツーリズムの今後を考える。

事前：エコ関連ツアーのط存঎品について調査する。
事後：エコ関連ツアー実施における地域経済効果につい

て整理する。

復習 10分、講義 70分､
ディスカッション 10分

15 これからのエコツーリズム：今までの講義をもとにこれ
からのエコツーリズムのあり方について議論する。

事前：講義の総復習
事後：ワークショップのまとめ

復習 60分
ワークショップ 30分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) ΤコπーリζϜ（Ecotourism） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 լݹ 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
エコツーリズムの理念を踏まえて、国内外で実施されているエコツーリズムを検証することにより、自然の保護と観光活用のあり方について修得する。

授業目標：
①エコツーリズムの理念と構造について修得する。
②観光における環境保全・地域資源保護と利用のあり方について修得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
佐藤・松Ӝ「SDGsの人口学」（人口学ライブラリー）原書房，2023

参考文献：
田中治彦、三宅隆史、౬本浩之編「SDGsと開発教育：持続可能な開発

目標ための学び」学分社、2016
Sachs, J. ʠThe Age of Sustainable Developmentz Columbia University

Press, New York, USA� 2015
成績評価の方法、評価基準：

授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。
学生へのアドバイス：

定期的にメール・授業ウェブサイトを確認できること。
オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 SDGsに向けて 事前：なし
事後：第⚒章（佐藤・松Ӝ） 講義

2 経済成長・発展とその決定要因
事前：第⚗章（佐藤・松Ӝ）

Ch3/4.（Sachs）
事後：授業の復習

講義

3 貧困と不平等 事前：Ch2.（Sachs)
事後：授業の復習 講義

4 国際機関の取り組み 事前：Handout
事後：授業の復習 講義

5 人口と経済 事前：UNFPA（2012)
事後：授業の復習 講義

6 Ҡ民と難民 事前：第14章（田中）
事後：授業の復習 講義

⚗ 教育と࿑働 事前：Ch8.（Sachs）
事後：課題 講義

⚘ こどもとঁ性 事前：第⚔章（佐藤・松Ӝ）
事後：課題 講義

⚙ グローバル・ϔルスの௅戦：MDGsの下でのGH 事前：Ch9.（Sachs）
事後：授業の復習 講義

10 グローバル・ϔルスの௅戦：SDGsの下でのGH 事前：前回の授業の復習
事後：授業の復習 講義

11 グローバル・ϔルスの௅戦：新型コロナウィルスと世界 事前：前回の授業の復習
事後：授業の復習 講義

12･13 国際観光・国際防災協力とレジリエントな都市 事前：世界観光ランキング（World Tourism Barometer）Ch11.（Sachs）
事後：なし 講義

(12･13) JICA横඿での研修 事前：Handout
事後：課題 演習

14 SDGsとデータ 事前：第⚙章（佐藤・松Ӝ）
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：レポート課題
事後：レポート課題 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 4%Gsと人ޱ（Sustainable Development Goals and Population） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 松浦 ໌޿

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 メール͓Αͼ授業8eCsJUeをఆ期的にνΣοΫする事ができること

授業概要：
2015年⚙月25日、日本を含む193か国の指導者たちは、2030年までに達成すべき17個の目標と169のターήットである「持続可能な開発目標（SDGs）」

の採択に合意しました。本講義では、人口学の視点から、2030年におけるSDGsの達成に向け、世界が直面している課題と、それに対する日本および世界の
取組みについて概観します。
授業目標：

持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた日本および世界全体の取り組みを理解し、その中で自分がどのように貢献できるかを考え、最終的に実行に結
びつけること。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 4%Gsの੓࣏経済学（Political Economy of Sustainable Development Goals） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 松浦 ໌޿

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 メール͓Αͼ授業8eCsJUeをఆ期的にνΣοΫする事ができること
授業概要：2015年9月25日、日本を含む193か国の指導者たちは、2030年までに達成すべき17個の目標と169のターήットで構成された「持続可能な開発
目標（SDG͂）」の採択に合意しました。本講義では、2030年におけるSDGsの達成に向け、世界が直面している課題と、それに対する日本および世界の取
組みについて概観します。また、現在、第一ઢで活༂されている経験豊෋なプロフェッショナルの方々をটいて、直接、現場の体験を聞くことにより、将
来、自らの専門性を生かし、SDGsの達成に自分がどのように貢献していけるのか、国際開発の世界でどうキャリアを築いていくのか、その道を模索する為
のώントと将来のキャリア像を提供します。

授業目標：
①持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた日本および世界全体の取り組みを理解し、その中で自分がどのように貢献できるかを考え、最終的に実行に結

びつけること。
②国連機関とのパートナーシップ等、松蔭大学が持っているリソースを利用して、学生として大学を通し、どのようにSDGsに貢献していけるかを考え、最

終的に実行に結びつけること。
③ւ外での大学Ӄ進学や国際開発のキャリアを歩んでいきたい学生に必要な情報とネットワークを作る機会を与えること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
佐藤・松Ӝ「SDGsの人口学」

（人口学ライブラリー）原書房，2023

参考文献：田中治彦、三宅隆史、౬本浩之編「SDGsと開発教育:持続可能な開発目標ための学び」学分社、2016
Sachs, J. ʠThe Age of Sustainable Developmentz Columbia University Press, New York, USA� 2015

成績評価の方法、評価基準：授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
定期的にメール・授業ウェブサイトを確認できること。

オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 前期の復習 事前：Handout
事後：授業の復習 講義

2 人権 事前：なし
事後：授業の復習 講義

3 産業と技術ֵ新 事前：第10章（田中）
事後：授業の復習 講義

4 公開講義：地ٿ温ஆ化の現状と಩小຀CCS実証試験について 事前：第11章（田中）
事後：授業の復習 講義

5 国際๵қ 事前：なし
事後：授業の復習 講義

6 多国੶企業と BOP 戦略 事前：なし
事後：課題 講義

⚗ ビジネスと人権 事前：⚕回講義時に指示する
事後：課題 講義

⚘ 法と制度 事前：なし
事後：課題 講義

⚙ 戦争・紛争・テロ 事前：第⚙章
事後：課題 講義

10 経済制ࡋ 事前：Handout
事後：課題 講義

11 水とӴ生 事前：第⚖章（佐藤・松Ӝ）
事後：課題 講義

12 地ٿ温ஆ化 事前：Ch12.（Sachs）
事後：課題 講義

13 生物多様性 事前：Ch13.（Sachs）
事後：課題 講義

14 ॥環経済 事前：Handout
事後：課題 講義

15 まとめ 事前：レポート課題
事後：レポート課題 講義
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教本：
講義初回のガイダンスで指示する。

参考文献：
講義内で指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
演習課題・レポート等（100％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業に必ず出席する、疑問点は授業中に質問して解ফすることを心ֻけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明、データ処理・分析の概説 事前：シラバスを読む
事後：資料を復習する 講義

2 表計算ソフトの基本ૢ作と作表の基礎 事前：前回の資料を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

3 数式と基本関数の利用法 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

4 絶対／相対参照を活用したデータ算出処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

5 グラフの作成の基本ૢ作と書式変ߋ処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

6 分析目的に適した作表・グラフ化、書式変ߋ処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

7 複数のデータシートを活用したデータ処理法 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

8 高度な関数の利用によるデータ管理表の作成 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

9 表形式による高度なデータの可視化・分析 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

10 分析目的に適したデータの抽出・加工処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

11 クロス集計によるデータ分析処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

12 分析目的に適した高度なグラフ化処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

13 プログラミング（マクロ）によるデータ分析処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

14 公開データを活用したデータ加工・分析処理 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

15 まとめ、総合演習問題 事前：前回の資料と課題を復習する
事後：資料と課題を復習する

講義 30分
演習 60分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ԡ用デーλॲ理（Data Processing for Data Science） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ҫ上 ໌໵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 &9C&-が使用Մೳなノートパソコンを用意すること

授業概要：
ビッグデータや人工知能（AI）技術の活用領域は急速に拡大しており、ディジタル社会の基礎知識として、データサイエンスやAIに関する知識、技術を

習得することが望まれている。本講義では、データサイエンス関連科目を学ぶために必要な基礎知識であるデータ処理技術の習得を目指す。本講義では、
サンプルデータによる演習課題を通してデータ処理技術とその活用法を学ぶ。
授業目標：

データの基本処理，グラフ化を始めとする可視化処理、データの加工処理，関数やプログラミングによる算出処理など，データ処理・分析のために必要
となる表計算ソフトの基本ૢ作から高度な活用法までの習得を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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͓

教本：
ITText オペレーティングシステム 改定⚒版、野口、光来、品川、オーム社、￥3,080

参考文献：
講義内で指示する

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（100％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業に必ず出席する、疑問点は授業中に質問して解ফすることを心ֻけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明、オペレーティングシステムの役割 事前：シラバスを読む
事後：学習内容を復習する 講義

2 Ϣーザインターフェース 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

3 プログラミングインターフェース 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

4 オペレーティングシステムの構成 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

5 入出力の制ޚ 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

6 ファイルの管理 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

7 プロセスとその管理 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

8 多重プロセス 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

9 メモリの管理 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

10 仮想メモリ 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

11 仮想化 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

12 セキュリティと信པ性 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

13 システムの運用管理 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

14 性能、標準化 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

15 ネットワークの設定と管理 事前：教科書の指定個所を読む
事後：学習内容と課題を復習する

講義 60分
演習 30分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ΦϖレーティンάγεテϜ（0perating System） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ҫ上 ໌໵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること

授業概要：
オペレーティングシステムの適用対象は、大型計算機やパソコンが主対象であったが、現在では、スマホ、家電製品、IoT関連機器等、対象は拡大してい

る。オペレーティングシステムを理解することは、プログラミング技術やシステム開発技術を学ぶ上での基礎知識としてඇ常に重要である。講義、演習、
グループディスカッションを通じてオペレーティングシステムの基礎技術を理解する。
授業目標：

オペレーティングシステムの主要な概念とその動作原理を理解することを目的とする。また、近年の利用環境の変化を考慮し、ネットワーク機能、セキ
ュリティ機能、運用管理機能等も含めて、෯広く理解することを目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『教職課程のための大学ピアノ教本』大学音楽教育研究グループ、教育芸術社
『いちばんカンタン！ 保育のうたピアノ伴૗』安藤 真裕子 他、ナツメ社

参考文献：
必要に応じてプリントを配布する

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、発表（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) Իָで༡Ϳ（Իָදݱ）（Play with Music） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ށࣛ 一ൣ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
子どもの音楽活動を支える基礎的な技能としてピアノの演૗技術と実践力を養う。音楽の基礎的な知識（楽典）やソルフェージュ、保育現場での音楽表

現活動の指導で求められる「஄き歌い」のためのピアノ伴૗法についても学ぶ。

授業目標：
領域「表現」の音楽的表現に関わる内容を持ち、保育内容としての音楽表現活動を理解し実践する力を養う。保育者に必要な音楽表現を身につけ楽しむ

姿勢を持ち、適切に表現する力を養う。この科目は、幼児期の子どもの発達について、多面的かつ総合的な理解力を有する人材を養成する科目である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション〔授業内容、進め方について〕
保育における音楽表現について

事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

2 ハ長調の和音・分ࢄ和音の伴૗形① ஄き歌いの導入① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

3 分ࢄ和音の伴૗形② ஄き歌いの導入② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

4 分ࢄ和音の伴૗形③ ⚔分音ූと⚘分音ූ 生活のうた஄き歌い① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

5 ハ長調の音階と主要三和音 生活のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

6 ϔ長調の音階と主要三和音 春のうた஄き歌い① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

7 ト長調の音階と主要三和音 春のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

8 ニ長調の音階と和音 夏のうた஄き歌い①、中間発表会 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

9 高い音の練習 夏のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

10 3/8ഥ子と6/8ഥ子 秋のうた஄き歌い① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

11 付点⚔分音ූを用いたリズム 教本 秋のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

12 ౙのうた஄き歌い① 子どもの発達と音楽表現 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

13 ౙのうた஄き歌い② 生活や遊びの中での音楽表現 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

14 行事のうた஄き歌い 楽器遊びを中心とした表現活動 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

15 これまでの授業のまとめと発表 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習
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教本：
『教職課程のための大学ピアノ教本』大学音楽教育研究グループ、教育芸術社
『いちばんカンタン！ 保育のうたピアノ伴૗』安藤 真裕子 他、ナツメ社

参考文献：
必要に応じてプリントを配布する

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、発表（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) Իָදݱ（Musical EYpression） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ށࣛ 一ൣ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
子どもの音楽活動を支える基礎的な技能としてピアノの演૗技術と実践力を養う。音楽の基礎的な知識（楽典）やソルフェージュ、保育現場での音楽表

現活動の指導で求められる「஄き歌い」のためのピアノ伴૗法についても学ぶ。

授業目標：
領域「表現」の音楽的表現に関わる内容を持ち、保育内容としての音楽表現活動を理解し実践する力を養う。保育者に必要な音楽表現を身につけ楽しむ

姿勢を持ち、適切に表現する力を養う。この科目は、幼児期の子どもの発達について、多面的かつ総合的な理解力を有する人材を養成する科目である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション〔授業内容、進め方について〕
保育における音楽表現について

事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

2 ハ長調の和音・分ࢄ和音の伴૗形① ஄き歌いの導入① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

3 分ࢄ和音の伴૗形② ஄き歌いの導入② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

4 分ࢄ和音の伴૗形③ ⚔分音ූと⚘分音ූ 生活のうた஄き歌い① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

5 ハ長調の音階と主要三和音 生活のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

6 ϔ長調の音階と主要三和音 春のうた஄き歌い① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

7 ト長調の音階と主要三和音 春のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

8 ニ長調の音階と和音 夏のうた஄き歌い①、中間発表会 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

9 高い音の練習 夏のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

10 3/8ഥ子と6/8ഥ子 秋のうた஄き歌い① 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

11 付点⚔分音ූを用いたリズム 秋のうた஄き歌い② 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

12 ౙのうた஄き歌い① 子どもの発達と音楽表現 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

13 ౙのうた஄き歌い② 生活や遊びの中での音楽表現 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

14 行事のうた஄き歌い 楽器遊びを中心とした表現活動 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習

15 これまでの授業のまとめと発表 事前：課題ۂの練習
事後：課題ۂの仕上げ 演習
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教本：
『新えいご・エイゴ・英語学』稲木昭子 ほか 松ദ社

参考文献：
授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
期末レポート（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
英語の音声をたくさん聴くようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 本科目を学ぶ意義と授業全体の構成について説明を行う 事前：シラバスを確認する
事後：テキスト記入 演習 90分

2 音の発声 ฼音と子音の種類について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

3 英語のアクセント 音節とڧ勢、子音結合、۟のڧ勢について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

4 英語のリズムについて演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

5 紛らわしい฼音について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

6 紛らわしい子音について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

7 つながって聞こえる音（連結）について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

8 変化して聞こえる音（同化）について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

9 聞こえなくなる音 ⑴ 単語間の脱落について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

10 聞こえなくなる音 ⑵ 単語内の脱落・短ॖ形について演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

11 英語のイントネーションのパターンについて演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

12 英語のイントネーションと文中のポーズについて演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

13 World Englishesについて演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

14 英語の数量表現の聞き取りについて演習を通して理解する。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

15 まとめと復習、音声実技試験を行う。 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 演習 90分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) Ի੠学（Phonetics） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ԭ෦ ༎人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英語の音声についてテキストを用いると同時に、それに伴うＣＤを聞きながら授業を進める。間違いやすい、あるいは難しい音声について実践練習をし、

英語音の連結、脱落、弱化などの現象を理解するだけでなく、実際に練習を通して体得する。

授業目標及びテーマ：
中学校や高等学校で正しく英語の音声指導ができる力をつけることが目標である。英語の音素、アクセント、リズム、イントネーションなどの特徴を確

認することがテーマであり、日本語との比較の視点を取り入れて授業を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式


